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ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一
！

「
菅
内
閣
官
房
長
官
が

本
市
を
訪
問
！
」

特
集

◉輝きを増す「３つの宝」
　次世代を担う子どもたち
◉公共施設の在り方を考える ほか

【今月の主な記事】

広 報

幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
、
と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統

市民の願いがかなう
南九州のリーディングシティ



菅
内
閣
官
房
長
官
が
現
地

視
察
の
た
め
、本
市
を
訪
問
！

　

平
成
28
年
６
月
に
総
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
～
28
年
３
月
）
の
ふ
る
さ
と
納
税
実
績
で
寄

附
額
約
42
億
３
千
万
円
、
件
数
約
28
万
８
千
件
で
共
に
日
本
一
と
な
っ
た
本
市
。
平
成
27
年
（
１
月
～
12
月
）
も
※
寄
附
額

35
億
円
で
日
本
一
に
輝
い
て
い
て
、
全
国
か
ら
熱
い
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

菅
内
閣
官
房
長
官
の
視
察
の
目
的

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
発
案
者
で
あ

る
菅す
が

義よ
し

偉ひ
で

内
閣
官
房
長
官
が
６
月
15

日
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
場
を
直
接
、

そ
の
目
で
確
認
す
る
た
め
、
慌
た
だ
し

い
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、
本
市
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
市
長
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
者
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
で
、
市
の

認
知
度
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
雇
用
創
出
や
設
備
投
資
の
増
加
な

ど
地
場
産
業
へ
の
波
及
効
果
、
本
市
財

源
の
確
保
、
お
客
様
意
識
な
ど
が
養
わ

れ
る
こ
と
に
よ
る
職
員
の
意
識
改
革
と

い
っ
た
、
い
わ
ば
「
一
石
四
鳥
」
の
事

業
効
果
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
池
田
市
長
は
、
子
育
て
支
援

な
ど
、
そ
の
活
用
の
意
義
に
つ
い
て
も

言
及
。
市
外
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
支
援
が
、
本
市
が
取
り
組
む
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

職
員
が
語
る
成
果
と
や
り
が
い

　

そ
の
ほ
か
、
菅
内
閣
官
房
長
官
は
事

業
へ
の
関
わ
り
方
や
成
果
な
ど
を
質

問
。
そ
れ
に
対
し
担
当
職
員
は
、「
苦

労
も
多
い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一

を
獲
得
で
き
た
こ
と
で
、
都
城
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
で
き
た
。
こ
の
取
り
組

み
に
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

※ふるさとチョイス調べ

ふ
る
さ
と
納
税
日
本
一
！
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寄
附
者
の
希
望
に
沿
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
寄
附
金
が
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
こ
ど
も
支
援
」
と
し

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
５
カ
所
と

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
２
カ
所
を
増

設
し
た
ほ
か
、
中
学
生
の
海
外
交
流

事
業
を
10
年
ぶ
り
に
再
開
。
ま
た
、

「
人
口
減
少
対
策
支
援
」
と
し
て
不

妊
治
療
費
の
助
成
や
、「
ふ
る
さ
と

支
援
」
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
、
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財

源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

寄
附
金
は
、
あ
な
た
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

日
本
一
獲
得
ま
で
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

　

平
成
26
年
10
月
、
市
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル

と
し
て
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
本

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
。
寄
附
者
に
贈
る

返
礼
品
を
、
自
慢
の
「
肉
と
焼
酎
」
に

特
化
し
た
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
大
幅

に
強
化
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
、
寄
附
の
し
や
す
い
環
境
も

整
備
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
返
礼
品
を
提
供
す
る
協
力
事

業
者
は
55
事
業
者
。
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏

肉
や
、
焼
酎
の
品
ぞ
ろ
え
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
本
市
産
の
お
茶
や

米
、
乳
製
品
、
マ
ン
ゴ
ー
、
家
具
な
ど

も
返
礼
品
に
組
み
入
れ
、
地
域
経
済
へ

の
さ
ら
な
る
波
及
効
果
の
拡
大
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
支
え
る
協
議
会

　

平
成
28
年
３
月
、
寄
附
者
へ
の
返
礼

品
を
提
供
す
る
市
内
の
協
力
事
業
者
が

集
ま
り
、「
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議

会
」
を
組
織
。
寄
附
者
の
よ
り
一
層
の

満
足
度
向
上
を
目
的
に
、
市
と
連
携
し

な
が
ら
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
発
生
し
た
平
成
28
年

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
地
域
に
義
援
金

を
送
る
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

※�

協
議
会
の
活
動
状
況

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す

ふるさと納税寄附額日本一！　菅内閣官房長官が本市を訪問！
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「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」

を
輝
か
せ
る
取
り
組
み

　

市
で
は
、
未
来
の
都
城
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、「
学
力
の

向
上
」
と
併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
や
郷
土
教
育
な
ど
を
通
し
た
「
人

間
力
育
成
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
英
語
教
育
の
充
実
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
。
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ

た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
地
域
の
祭

次世代を担う子どもたち

り
や
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
習
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
。
年
次
的
な
整
備
計
画
を
前
倒
し
し

て
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
市
内
全
て

の
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
健
康
な
体
と
豊
か
な
心
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
活
動
の
施
設
整
備
も
実
施
。
本
年
５

月
に
は
、
高
城
運
動
公
園
屋
内
練
習
場

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
輝
か
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。

　市では、本市の持つ「３つの宝」を輝かせるための取り組みを進めてきました。
　３回シリーズの最終回となる今回は、３つ目の宝「次世代を担う子どもたち」を輝か
せるための取り組みと、その他特色のある取り組みの成果について紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

さらに輝きを増す都城の「３つの宝」
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さらに輝きを増す都城の「３つの宝」

語
学
力
の
向
上
と

国
際
感
覚
の
醸
成

　

子
ど
も
た
ち
の
語
学
力
の
向
上
の
た

め
、
年
次
的
に
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
増
員
。
語
学
指
導
を
通
し
て
、

語
学
力
の
向
上
と
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
る
機
会
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
８
月
、
市
内
の
中

学
生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
学
校
に

派
遣
し
、
９
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
中
学
生
を
受
け
入
れ
る
海
外
交
流
事

業
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
、
他
国
の
文
化
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
し
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人

材
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

読
書
に
親
し
む
環
境
の
整
備

　

人
間
力
の
育
成
の
た
め
に
、
子
ど
も

た
ち
が
読
書
に
親
し
み
や
す
い
環
境
を

整
備
。
市
内
全
て
の
小
中
学
校
図
書
室

に
空
調
設
備
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平

成
27
年
度
に
は
市
内
全
て
の
小
学
校
で

整
備
が
完
了
し
、
中
学
校
に
お
い
て
も

平
成
28
年
度
に
整
備
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
読
書
に
親
し
む
環
境
の
整
備

と
併
せ
て
、
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ

ー
を
増
員
。
そ
の
結
果
、
児
童
一
人
当

た
り
の
読
書
冊
数
が
、
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
導
入
前
の
41
冊
か
ら
、
平
成
27
年

度
に
は
68
冊
に
増
加
し
ま
し
た
。

郷
土
愛
の
醸
成

　

昨
年
１
月
に
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ

ジ
オ
体
操
第
１
」
を
製
作
。
運
動
会
な

ど
の
学
校
行
事
や
、
地
域
の
祭
り
な
ど

で
利
用
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が

方
言
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

お
も
し
ろ
お
か
し
い
言
い
回
し
で
子
ど

も
た
ち
も
興
味
を
持
ち
、
郷
土
愛
の
醸

成
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
無
料
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ

を
配
布
。当
初
予
定
し
て
い
た
枚
数
は
、

６
０
０
枚
ほ
ど
で
し
た
が
、
現
在
ま
で

に
約
９
２
０
０
枚
を
配
布
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
都
城
出

身
の
市
外
の
人
た
ち
に
も
好
評
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
、
市
外

か
ら
合
宿
に
訪
れ
る
団
体
へ
の
補
助

金
の
拡
充
な
ど
を
実
施
。そ
の
結
果
、

平
成
24
年
度
に
21
団
体
で
あ
っ
た
合

宿
数
が
平
成
27
年
度
は
71
団
体
に
ま

で
増
え
、
参
加
者
数
も
約
３
倍
に
増

え
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
高
城
運
動

公
園
屋
内
練
習
場
や
、
現
在
整
備
中

の
早
水
公
園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の

大
型
体
育
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
合

宿
地
と
し
て
の
本
市
の
魅
力
が
ま
す

ま
す
高
ま
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ

る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

「次世代を担う子どもたち」

そ
の
他
特
色
あ
る
取
り
組
み

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
合
宿
の
増
加
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今
後
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
働

き
手
の
減
少
に
よ
り
税
収
が
減
る
一
方

で
、
扶
助
費
な
ど
の
福
祉
を
支
え
る
費

用
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
適
切
な
維
持

と
管
理
に
使
え
る
お
金
は
よ
り
制
限
さ

れ
、
現
在
の
規
模
と
数
の
ま
ま
だ
と
施

設
を
維
持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
借
金
で
施
設
を
維
持
す
る

と
、
子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
先

送
り
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

都
城
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針

　

市
で
は
、
安
心
・
安
全
の
確
保
を
図

り
つ
つ
、施
設
の
内
容
と
数
の
適
正
化
、

持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

財
源
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成

28
年
３
月
、「
都
城
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
」
を
策
定
。
こ
の

方
針
に
沿
っ
て
、
施
設
を
維
持
管
理
す

る
方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。

公
共
施
設

在
り
方
を
考
え
る
の

　

市
で
は
、
数
多
く
あ
る
公
共
施
設
を
、
安
心
・
安
全
な
施
設
と
し
て
利
用
し

て
い
く
た
め
に
、
公
共
施
設
の
維
持
や
管
理
な
ど
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

管
財
課　

☎
23

－
２
６
７
２

都
城
市
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

市
が
所
有
す
る
施
設
を
「
資
産
」
と

し
て
捉
え
、
現
状
や
課
題
の
把
握
、
維

持
管
理
や
更
新
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
総
合
的
か
つ
経
営
的
な
管
理
運
営

を
目
指
す
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

見
直
し
を
迫
ら
れ
る

公
共
施
設
の
維
持
と
管
理

　

全
国
で
、
高
度
経
済
成
長
期
に
数
多

く
造
ら
れ
た
公
共
施
設
。
現
在
、
老
朽

化
が
進
み
、
今
後
一
斉
に
改
修
や
、
建

て
替
え
な
ど
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
市
庁
舎
や
総
合
支
所
庁

舎
の
ほ
か
、
学
校
な
ど
、
高
度
経
済
成

長
期
に
造
ら
れ
た
施
設
を
含
む
８
０
２

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
を
、今
後
も
安
心
・

安
全
に
利
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
適

切
な
維
持
や
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
中
に
は
、
改
修
や
建
替
え
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
や
厳
し
い
財
政
事
情
、

ま
た
、
防
災
・
減
災
へ
の
備
え
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
も
対
応
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
施
設
の
再
編
や
再
整
備

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
適
切
な
維
持
と
管
理

　

公
共
施
設
を
利
用
す
る
期
間
を
60
年

と
仮
定
し
て
、
全
て
の
施
設
の
改
修
や

建
て
替
え
を
行
っ
た
場
合
、
今
後
60
年

間
で
４
７
０
０
億
円
以
上
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
１
年
当
た
り
に
換
算

す
る
と
、
78
億
７
千
万
円
が
必
要
と
な

り
、
現
在
の
公
共
施
設
の
維
持
更
新
費

用
を
大
き
く
上
回
り
ま
す
。

※写真はイメージです
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公共施設の在り方を考える

都城市の公共施設
建物の老朽化と維持更新費用

■建物の維持更新費用

■建物の老朽化（建築年別、公共施設の延べ床面積）

出典：都城市公共施設マネジメント基本方針（市ホームページに掲載）

億円
180

160

140

120

100

80

60

40

20

0
H28 H87

年

過去９年間の維持更新費用過去９年間の維持更新費用

（年平均額）（年平均額）
52.0億円52.0億円

H30 H35 H40 H45 H50 H55 H60 H65 H70 H75 H80 H85

今後60年間の維持更新費用推計今後60年間の維持更新費用推計

（年平均額）（年平均額）
78.7億円78.7億円

60,000

H1

40,000

20,000

0

47.2％が築30年以上47.2％が築30年以上

昭和39年以前建築 昭和60年 H5 H10 H15 H20

これから、60年間の公共施設の補修や建替えには
推計で4722億円も必要なんだ。平均すると、1年当たり78億7千万円。
過去9年間の維持更新費の1年当たりの平均が52億円だから、

これまでの約1.5倍の費用が必要になるのか．．．。

50%近くの公共施設が、
建築後30年以上も
経過しているんだ...。

今後60年間の維持更新に必要な金額（推計額）　総額4,722億円今後60年間の維持更新に必要な金額（推計額）　総額4,722億円
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凡例： 　　　実施すべき　　　どちらかというと実施すべき　　　どちらかというと実施すべきでない　　　実施すべきでない　　　無回答

専
門
家
の
意
見

必
要
な
施
設
の
た
め
に

　

都
城
市
の
人
口
１
人
当
た
り
の
公
共

施
設
面
積
は
、
全
国
平
均
を
大
幅
に
上

回
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
の

際
に
そ
れ
ぞ
れ
保
有
し
て
い
た
公
共
施

設
を
合
併
後
も
持
ち
続
け
て
い
る
た
め

で
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
老
朽

化
し
、
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎

え
る
と
、
市
の
財
政
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
費
用
を
工
面

し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
共
施
設
に
関
わ
る
こ
の
よ
う
な
問

題
は
、
今
や
全
国
の
自
治
体
が
抱
え
て

い
て
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
規
模
縮

小
な
ど
、
将
来
の
負
担
を
減
ら
す
努
力

を
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
身
近
な

施
設
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
へ
の
利
用
者

の
抵
抗
は
強
く
、
対
策
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

　

公
共
施
設
の
問
題
は
、
行
政
だ
け
で

は
解
決
が
難
し
く
、
市
民
一
人
一
人
が

地
域
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組

ま
な
い
限
り
、
本
当
の
解
決
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
多
く
の
市

民
が
地
域
の
将
来
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

平成28年６月に実施した市民アンケート （回答者：1,538人　回答率：38.5%）
問．市が、将来にわたり安心・安全で真に必要な公共施設サービスを提供していくための方策についてどう思いますか。

※賛成が多かったものを紹介します

今後の公共施設の在り方について聞きました！

政
策
研
究
大
学
院
大
学

矢
嶋　

宏
光  

客
員
教
授

（
三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
）

●地域に密着した施設（集会所など）は、地域に移管する

●民間のノウハウを生かし、管理委託や譲渡により経費削減を図る

●近隣自治体と連携して施設を建設・共有し、コストを削減する

●施設の有効活用により、新たな収入源を確保する

●施設は、建替えではなく、改修によりできるだけ長い間使用する

●施設の再編（複合化・統廃合など）によって、施設の数量を減らす

●施設で行うサービスを最小限に抑え、経費節減を図る

寄せられた意見

40代男性20代女性 30代男性 70代男性60代女性

カフェなど、もっと自由に
勉強できる場所が、あった
らいいですね。

部外者による監査などを
しながら、廃止、継続、新
設を行ってほしい。

地区体育館の天井などがは
がれかかっている。事故があ
れば誰が責任を取るの。

災害時の避難所としてオープンスペー
スの確保も大事。公共施設の在り方を
十分検討し、統廃合を進めてほしい。

世代を越えて利用できる
施設があると、魅力的な
街になりそう。
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公共施設マネジメント  キーワードは「４つの適正化」

今後30年間で公共施設にかかる維持更新費用の30％以上の縮減に取り組みます。

①「内容」の適正化
人口構造の変化や防災、環境面への配慮など、社会
的要請の変化に対応するため、公共施設の内容充実
に取り組みます。

③「総量」の適正化
次世代に負担をかけないために広い視点で公共施
設再配置の取り組みを進め、必要な部分は残しな
がら施設総量の縮減を図ります。

②「管理」の適正化
劣化の進行を抑えるための点検や修繕・改修を重視
する「予防保全」を推進。安全性の確保や長寿命化、
維持管理費用の縮減に取り組みます。

④「財政」の適正化
市の財政を健全に保つため、コスト縮減や施設更新
費用の平準化、自主財源の確保や未利用スペース活
用による収入増に取り組みます。

詳
し
い
内
容
や
公
共
施
設
の
カ
ル
テ

　

市
で
は
、「
都
城
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
」
の
詳
し
い
内
容

や
、
建
物
を
含
む
８
０
２
施
設
の
利
用

状
況
、
収
支
な
ど
を
ま
と
め
た
「
公
共

施
設
カ
ル
テ
」
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
中
に
、
道
路
や
橋

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
含
め
た
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
、
情
報
提
供
に
努
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公共施設の４つの適正化

「新しくつくる」から「賢くつかう」へ～取り組みの事例～

既存の同種の施設を統合し、
一体の施設にする

１   集約化

既存の異なる種類の施設を
統合し、複数の機能を持っ
た複合施設にする

２   複合化

既存の施設を改修し、他の
施設として利用する

３   転　用

体育施設Ａ

保育所

体育施設B

高齢者施設

体育施設

高齢者施設

高齢者施設

保育所

A（面積10）

（面積10）

B（面積10）

（面積10）

集約施設（面積15）

複合施設（面積15）

都城市公共施設 検索

市では、次の４つを基本方針として、公共施設マネジメントを進めていきます。

今
後
の
進
め
方

学　校

公共施設の在り方を考える
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健康づくりを
楽しみながら始めませんか

インタビュー

　

市
民
の
３
人
に
１
人
は
肥
満

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
「
全
国

肥
満
度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
２
」で
、

宮
崎
県
の
肥
満
度
は
沖
縄
県
に
次
い

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
市
は
、
平
成
25
年
度

の
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
を

対
象
と
し
た
特
定
健
診
で
、
県
内
９

市
の
中
で
肥
満
の
人
の
割
合
が
一
番

高
く
、
３
人
に
１
人
は
肥
満
と
い
う

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト ピ クッ

男性
（20〜60歳代）

女性
（40〜60歳代）

■都城市　■全国

34.934.94040
（％）（％）

3030

2020

1010

00

31.231.2
26.426.4

22.222.2

市民の肥満（BMI 25以上）の状況　地区の人と一緒に、月に１回
体操やウオーキング、笑いヨガ
を楽しんでいます。最近は、健
康運動指導士からスカットボ
ールなどの新しいスポーツを、
笑いを交えながら指導してもら
い、時間を忘れて楽しんでいま
す。誰でも参加できるので、一
緒に楽しみながら体を動かして
みませんか。

山田地区健康づくり会会長

（山田町中霧島）山下  千代子さん

　

あなたの健康づくりを
サポートします

　

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
市
内

の
団
体
や
、
市
が
行
っ
て
い
る
健
康
意

識
を
高
め
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。
健
康
づ
く
り
は
、
一
人
で
は
難
し

い
も
の
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

－

２
７
６
５

み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く
り
会

　

各
地
区
の
健
康
づ
く
り
支
援
者
や
、

健
康
づ
く
り
推
進
員
ら
の
団
体
が
一
緒

に
な
っ
た
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
健
康
づ
く

り
会
」。現
在
、約
４
５
０
人
の
会
員
が
、

毎
月
１
回
、
運
動
や
調
理
実
習
、
健
康

講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
定
期
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
健
康

体
操
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

　

設
立
か
ら
35
年
を
迎
え
、「
私
た
ち

の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
２
１
２

人
の
推
進
員
が
活

動
。
各
地
区
で
行

う
調
理
実
習
な
ど

を
通
し
て
、
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
食

事
の
大
切
さ
や
、

料
理
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
推
進
員

　

普
段
の
歩
き
を
、効
果
的
な
有
酸
素

運
動
に
変
え
る

に
は
、正
し
い
姿

勢
で
歩
く
こ
と

が
大
切
。７
人
の

推
進
員
が
、正
し

い
歩
き
方
を
楽

し
く
教
え
る
講

座
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

元
気
び
ー
と（
市
民
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
）

　

健
康
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
の
講
義

を
受
け
た
１
９
１
人
が
、
市
や
健
康
づ

く
り
会
な
ど
が
開
催
す
る
健
康
教
室
な

ど
で
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
と
は
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る

制
度
で
す
。次
の
３
つ
の
部
門
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
１
ポ
イ
ン
ト
以
上

集
め
る
と
、
参
加
賞
が
も
ら
え
ま
す
。

①
健
診
・
検
診
部
門

　

特
定
健
康
診
査
な
ど
で
、
健
康
状
態

を
確
認

②
健
康
づ
く
り
事
業
参
加
部
門

　

健
康
課
や
健
康
づ
く
り
会
が
実
施
す

る
健
康
教
室
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
な

ど
に
参
加

③
自
己
管
理
目
標
部
門

　

２
週
間
の
食
事
と
運
動
の
目
標
を
設

定
し
、
実
践

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
を
支
え
ま
す
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が
ん
に
か
か
る
可
能
性
は
、

２
人
に
１
人

　

生
涯
で
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
（
罹り

患か
ん

率り
つ

）
は
、
男
性
62
㌫
、
女
性
46
㌫
と

推
測
さ
れ
、
年
齢
と
と
も
に
高
ま
り
ま

す
。
特
に
働
き
盛
り
の
女
性
で
は
、
同

世
代
の
男
性
の
罹
患
率
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

検
診
方
法
は
２
種
類

集
団
検
診
ま
た
は
、
個
人
検
診
の
ど
ち

ら
か
１
回
の
み
受
診

で
き
ま
す
。

①
集
団
検
診　

指
定

日
時
に
検
診
車
が
各

地
区
を
巡
回
。
事
前

に
健
康
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

②
個
別
検
診　

開
院
時
間
内
に
指
定
医

療
機
関
で
受
け
る
検
診
。

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
医
療

機
関
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
の
種
類
と
内
容

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

○
対
象�　

40
歳
以
上
の
人

○
検
診
料　

①
集
団　

１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

②
個
別　

３
１
０
０
円

乳
が
ん
検
診

①
集
団
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

と
超
音
波
検
査
、
②
個
別
で
は
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
の
み
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

40
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
人
（
昭
和
51
年
、
49
年
…
）

○
検
診
料　

①
集
団　

２
千
円

　
　
　
　
　

②
個
別　

８
０
０
円

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
（
細
胞
診
検
査
）

○
対
象　

20
歳
以
上
の
和
暦
で
奇
数
年

生
ま
れ
の
人
（
平
成
９
年
、
７
年
…
）

○
検
診
料　

①
集
団　

１
２
０
０
円

　
　
　
　
　

②
個
別　

１
９
０
０
円

※�

②
個
別
で
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
子
宮
体
部
の
細
胞
を
採
取
。

検
診
料
は
、
合
わ
せ
て
２
７
０
０
円

大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

○
対
象　

40
歳
以
上
の
人

○
検
診
料

①
集
団
（
総
合
支
所
管
内
）

５
０
０
円

②
個
別　

１
２
０
０
円

※�

国
保
の
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健

診
、
生
活
保
護
受
給
者
健
診
と
セ
ッ

ト
で
受
け
る
場
合
は
、
５
０
０
円

肺
が
ん
検
診
（
胸
部
Ⅹ
線
検
査
）

○
対
象　

40
歳
以
上
の
人

○
検
診
料　

①
集
団　

無
料

※
健
康
課
へ
の
予
約
は
不
要

早
期
発
見
で
、
生
存
率
に
差
が
！

　
「
検
診
を
受
け
る
時
間
が
な
い
」
と

言
う
話
を
耳
に
し
ま
す
。
日
々
の
生
活

に
追
わ
れ
、
検
診
ま
で
気
が
回
ら
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
症
状
が
出
る
前
に
が
ん
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
ん
検
診

は
、
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
確
実
な
方

法
で
す
。
検
診
に
よ
っ
て
、
が
ん
が
早

く
見
つ
か
れ
ば
、
生
存
率
は
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

　

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
、
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　がんは、喫煙や飲酒、偏った食事などが
影響して発症しやすくなります。次の12
項目を心掛け、生活習慣を改善しましょ
う。

１条　たばこは吸わない
２条　 他人のたばこの煙をできるだ

け避ける
３条　お酒はほどほどに
４条　バランスのとれた食生活を
５条　塩辛い食品は控えめに
６条　野菜や果物は豊富に
７条　適度に運動
８条　適切な体重維持
９条　 ウイルスや細菌の感染予防と

治療
10条　定期的ながん検診を
11条　 身体の異常に気が付いたら、

すぐに受診を
12条　 正しいがん情報でがんを知る

ことから

※出典：�公益財団法人がん研究振興財団発行
パンフレット

がんを防ぐための新12カ条

がんは早期発見、早期治療が大切です。
その大きな力になっているのが「がん検診」です。
市では、５種類のがん検診を実施しています。

◎問い合わせ　健康課　☎ 23‒2765

受けよう！
がん検診

～がん治療の鍵は早期発見～

がんの５年相対生存率（平成５年～８年診断者）
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「恵まれた環境で学生生活を
　楽しんでいます」
　高校で興味を持った自然環境につい
て、もっと学びを深めたいと思い入学
しました。授業は講義の他にも実習が
あり、幅広い知識を実践的に身に付け
ることができます。また、全国から学
生が集まるので、自分の視野や考え方
が広がり、毎日がとても楽しいです。
平日は授業に集中し、休日などを利用
してサークル活動やアルバイトなども
できるなど、親元にいるからこそ時間
を有意義に使えています。将来は、高
校や大学で学んだことを元に、地元で
農業を教える教師になりたいです。

環境園芸学部
環境園芸学科　2年

（都城農業高校卒業）
前
ま え

田
だ

   七
な な

緒
お

さん

ふるさとでかなえる将来の夢

　市内・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成29年度学生募集の概要を紹介します。
住み慣れた環境だからこそ、しっかりと勉強に集中できる。自宅から通える学校で、将来必要となる
知識や技術を学び、夢をかなえてみませんか。詳しくは、各学校へ問い合わせください。

◎問い合わせ　総合政策課　☎23-2115

　

園
芸
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
園

芸
学
部
と
、
教
員
な
ど
を
養
成
す
る
人

間
発
達
学
部
か
ら
な
る
都
城
キ
ャ
ン
パ

ス
。
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
学
び
を

深
め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

●
取
得
で
き
る
資
格

環
境
園
芸
学
部　

環
境
園
芸
学
科

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
・
農

業
）、中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
）、

自
然
再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

人
間
発
達
学
部　

子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
、

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科　

１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科　

80
人

●
出
願
期
間

特
待
生　

10
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

推
薦　

11
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮

一
般　

平
成
29
年
１
月
16
日
㈪
～

　
　
　

２
月
１
日
㈬

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試

平
成
29
年
１
月
16
日
㈪
～
２
月
３
日
㈮

Ａ
Ｏ
入
試　

３
月
７
日
㈫
ま
で
随
時

入
学
金
が
無
料
に
な
る

都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

　

都
城
地
区
内
の
高
校
を
卒
業
、
ま
た

は
、
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
ま
た

は
市
民
の
子
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に

入
学
し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円
が
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

（
立
野
町
）	

☎
21
ー
２
１
１
１

広報 都城 平成28年８月号　12
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ふるさとでかなえる将来の夢

　

５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
校
卒

業
後
の
早
い
段
階
か
ら
、
実
験
、
実
習
、

設
計
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
就
職
率
１
０
０
㌫
を

達
成
す
る
な
ど
、就
職
に
も
強
い
同
校
。

進
学
の
面
で
は
、
本
科
（
５
年
間
）
を

卒
業
す
れ
ば
準
学
士
、
さ
ら
に
、
専
攻

科
（
２
年
間
）
に
進
み
修
了
す
れ
ば
、

大
学
と
同
じ
学
士
の
学
位
を
取
得
で
き

ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒
業
後
に
、
国
公

立
大
学
３
年
生
へ
編
入
学
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

●
募
集
人
員

機
械
工
学
科　

40
人

電
気
情
報
工
学
科　

40
人

物
質
工
学
科　

40
人

建
築
学
科　

40
人

※�

各
学
科
と
も
募
集
人
員
の
40
㌫
程
度

は
推
薦
に
よ
る
選
抜

●
出
願
期
間

推
薦

平
成
29
年
１
月
４
日
㈬
～
６
日
㈮

一
般

平
成
29
年
１

月
24
日
㈫
～

27
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格
な
ど

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　

基
本
情
報
技
術

者
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
な
ど

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

医
療
秘
書
検
定
、

医
療
事
務
技
能
審
査
試
験
な
ど

介
護
福
祉
科　

介
護
福
祉
士
、
ハ
ー
ト

セ
ー
バ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
な
ど

●
募
集
人
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　

30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

介
護
福
祉
科　

40
人

●
出
願
期
間

推
薦

10
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

一
般

10
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
な
ど

歯
科
衛
生
士
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研

修
修
了
者
、
医
療
事
務
技
能
審
査
試
験

●
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科　

30
人
（
女
子
の
み
）

●
出
願
期
間

推
薦
・
特
待
生

10
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭

一
般
・
社
会
人

10
月
３
日
㈪
～
13
日
㈭

●
取
得
で
き
る
資
格
な
ど

調
理
師
、
調
理
技
術
検
定
上
級
な
ど

調
理
師
科
昼
間
部

●
募
集
人
員　

80
人

●
出
願
期
間

10
月
３
日
㈪
～
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮

調
理
師
科
夜
間
部

●
募
集
人
員　

５
人

●
出
願
期
間

10
月
開
講
生　

９
月
30
日
㈮
ま
で

４
月
開
講
生　

10
月
１
日
㈯
～
平
成
29

年
３
月
31
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格　

介
護
福
祉
士

●
募
集
人
員　

介
護
福
祉
学
科　

40
人

●
出
願
期
間

10
月
１
日
㈯
～
10
月
14
日
㈮

※�

一
般
・
社
会
人
入
試
と
も
に
、
合
同

で
行
い
ま
す

●
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）　

70

人看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）　

50
人

●
出
願
期
間

①
准
看
護
師
科

10
月
３
日
㈪
～
11
月
４
日
㈮

②
看
護
師
科

12
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫

　

一
般
入
試
で
定
員
の
70
㌫
程
度
を
選

抜
し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の

30
㌫
程
度
を
選
抜
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科　

40
人

●
出
願
期
間

推
薦
入
試

10
月
18
日
㈫
～
11
月
15
日
㈫

一
般
・
社
会
人

12
月
12
日
㈪
～
平
成
29
年
１
月
12
日
㈭

●
募
集
人
員　

看
護
学
科　

80
人

●
特
別
選
抜
（
指
定
校
推
薦
・
一
般
推

薦
・
社
会
人
Ⅰ
期
）

10
月
３
日
㈪
～�

14
日
㈮

●
一
般
選
抜

12
月
20
日
㈫
～
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
吉
尾
町
）	

☎
38
ー
４
８
１
２

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

（
都
島
町
）	

☎
22
ー
４
６
２
６

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

（
祝
吉
町
）	

☎
22
ー
３
６
９
０

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属
医
療

専
門
学
校
（
三
股
町
大
字
長
田
）

	

☎
52
ー
６
９
２
１

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）	

	

☎
38
ー
４
８
１
１

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

	

☎
47
ー
１
１
３
４

出
願
期
間
は
、
複
数
回
設
定
し
て
い

る
学
校
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
学
校
に
直
接
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

豊
心
福
祉
学
園
（
安
久
町
）	

	

☎
39
ー
６
９
５
１

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）	

	

☎
22
ー
０
７
１
１
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まちの話題

芸
術
に
触
れ
豊
か
な
心
を
育
む

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
づ
く
り

を
進
め
る「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」が
、

６
月
か
ら
市
内
の
各
小
中
学
校
で
始

ま
り
ま
し
た
。同
事
業
は
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
み
な
が
ら
演
劇
や
落
語
、音

楽
の
演
奏
な
ど
の
芸
術
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
、豊
か
な
表
現
力
や
想

像
力
を
養
う
目
的
で
、
毎
年
実
施
。菓

子
野
小
学
校
で
は
６
月
21
日
、地
元
の

劇
団「
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
」
に
よ
る
演

劇
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。の
ど
か

な
野
原
で
少
年
と
動
物
た
ち
が
交
流

す
る「
野
原
の
麦
わ
ら
帽
子
」を
上
演
。

児
童
ら
も
動
物
役
で
参
加
し
、会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

海
外
と
の
架
け
橋
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

ア
フ
リ
カ
に
赴
任
す
る
本
市
出
身
の

新
地
弘
太
郎
さ
ん
と
久
長
竜
太
さ
ん

が
６
月
24
日
、市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。海
外
で
貧
困
の
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
、役
に
立
ち
た
い
と
の
思
い

で
応
募
し
た
と
い
う
２
人
。体
育
の
教

員
免
許
を
持
つ
新
地
さ
ん
は
、ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
水
難
救
助
の

講
習
を
開
催
し
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

理
学
療
法
士
の
久
長
さ
ん
は
、
現
地

の
学
校
で
指
導
を
し
な
が
ら
、趣
味
の

サ
ッ
カ
ー
で
も
交
流
を
深
め
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。２
人
の
活
躍
を
、

ふ
る
さ
と
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

1
秒
で
も
早
く
火
を
消
す
た
め
に

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
２
年
に
1

度
開
催
さ
れ
る
操
法
大
会
が
６
月
下
旬
か
ら

７
月
下
旬
に
か
け
て
、
高
崎
総
合
公
園
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。６
月
26
日
に
開
催
さ

れ
た
山
之
口
・
高
城
・
山
田
・
高
崎
方
面
隊
合

同
の
大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
な
ど
３
部

門
に
45
隊
が
出
場
。一
秒
で
も
早
く
火
点
を

倒
そ
う
と
、
技
術
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
相
撲
都
城
場
所
開
催
決
定
！

横
綱
白
鵬
関
ら
約
１
５
０
人
の
力
士
が
取

り
組
み
を
行
う
、
大
相
撲
都
城
場
所
の
開
催

の
契
約
が
６
月
27
日
、
市
役
所
で
締
結
さ
れ

ま
し
た
。日
本
相
撲
協
会
の
枝
川
親
方
は「
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
力
士
ら
の
真
剣
な
取
り
組

み
を
披
露
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。同

場
所
は
12
月
11
日
㈰
、
早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

都
城
の
心
を
子
ど
も
ら
に
受
け
継
ぐ

霧
島
酒
造
株
式
会
社
に
よ
る
子
ど
も
み
こ

し
寄
贈
式
が
６
月
29
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。同
社
が
、
創
業
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
。江
夏
社
長
は「
六

月
灯
な
ど
、
地
域
と
子
ど
も
を
結
ぶ
祭
り
が

都
城
に
は
あ
る
。子
ど
も
み
こ
し
を
活
用
し

て
、
都
城
の
心
を
子
ど
も
ら
に
受
け
継
い
で

ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

小中学校アウトリーチ事業

JICAボランティア市長表敬

霧島酒造子どもみこし寄贈式 大相撲都城場所契約締結 都城市消防団操法大会
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大
切
な
一
票
を
生
か
そ
う

７
月
10
日
執
行
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
を
前
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城

駅
前
で
７
月
３
日
、
有
権
者
に
投
票
を

促
す
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
、市
選
挙
管
理
委
員
会
の
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、７
月
２
日
～
９
日
ま
で

同
施
設
に
期
日
前
投
票
所
を
開
設
。都

城
地
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
や

都
城
市
生
活
学
校
、都
城
わ
か
も
の
選

挙
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
、来
店
者

に
投
票
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。都
城
わ

か
も
の
選
挙
協
議
会
の
平
川
将ま

さ
き綺
さ

ん（
南
横
市
町
）
は「
私
た
ち
の
未
来

を
決
め
る
大
切
な
一
票
を
、確
実
に
投

じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
こ
し
が
熱
く
練
り
歩
く

都
城
盆
地
の
夏
を
彩
る
お
か
げ
祭

り
の
本
祭
り
が
7
月
9
日
、神
柱
宮
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。小
雨
の
中
、

祭
り
を
一
目
見
よ
う
と
、
多
く
の
家

族
連
れ
ら
が
、沿
道
に
詰
め
掛
け
ま
し

た
。笛
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
軽
快
に
踊

る
跳は

ね
と人

や
、「
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ
い
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
み
こ
し
が
練

り
歩
く
と
、沿
道
か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。祭
り
の
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

み
こ
し
宮
入
り
の
儀
で
は
、気
迫
あ
ふ

れ
る
み
こ
し
の
練
り
上
げ
で
、会
場
の

熱
気
は
最
高
潮
に
。見
物
客
は
、
雨
に

濡
れ
る
の
も
忘
れ
て
、祭
り
に
酔
い
し

れ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
夏
の
始
ま
り

青
井
岳
キ
ャ
ン
プ
場
の
安
全
祈
願
祭
が
７

月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。関
係
者
ら
約

10
人
が
神
事
に
参
加
し
て
、
開
放
期
間
中
の

無
事
を
祈
り
ま
し
た
。青
井
岳
温
泉
に
近
く
、

川
遊
び
や
魚
釣
り
も
楽
し
め
る
同
キ
ャ
ン
プ

場
は
、８
月
末
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。こ
の

夏
は
、
暑
さ
か
ら
逃
れ
て
、
思
い
出
に
残
る

楽
し
い
夏
を
過
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

青井岳キャンプ場安全祈願祭

商業施設での選挙啓発

都城六月灯おかげ祭り・本祭り

真
夏
の
夜
の
カ
ー
ニ
バ
ル

　

音
楽
と
食
べ
物
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト「
ジ

バ
！　

サ
ン
バ
」が
７
月
２
日
、道
の
駅
都

城
の
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。サ
ン
バ

チ
ー
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
飲
食
店
の
出

店
、国
際
交
流
ブ
ー
ス
な
ど
を
開
設
。音
楽
に

合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
た
大
村
祐ゆ
う
せ
い生
く
ん（
５

歳
・
郡
元
一
丁
目
）は「
楽
器
の
演
奏
や
踊
り

が
楽
し
か
っ
た
」と
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
伝
承
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

宮
崎
に
伝
わ
る
神
話
や
民
話
な
ど
を
語
り

継
ぐ
語
り
部
養
成
講
座
が
７
月
９
日
、
市
立

図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
市
出
身
で

県
立
看
護
大
学
の
大
館
真ま

は
る晴

教
授
が「
都
城

の
神
社
に
祭
ら
れ
た
神
々
の
物
語
」
と
題
し
、

市
内
の
神
社
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
伝
承
を
解

説
。受
講
者
ら
は
、由
来
や
当
時
の
考
え
方
な

ど
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

語り部養成講座 ジバ！　サンバ
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の
風
景

農
業
、
そ
し
て
家
庭
で
、
地
域
で

　
「
き
ら
り
」
と
輝
く
女
性
に
な
ろ
う

２
０
１
５
年
度
農
山
漁
村
男
女
共
同
参

画
優
良
活
動
表
彰
で
、
最
高
賞
の
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た「
き
ら
り
会
」。そ

の
会
長
を
務
め
る
の
が
、
山
中
美
代
子
さ

ん（
高
木
町
）
で
す
。

き
ら
り
会
は「
女
性
な
ら
で
は
の
活
動

を
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
女
性
農
業

委
員
が
結
成
し
た
会
。女
性
リ
ー
ダ
ー
の

掘
り
起
こ
し
や
新
規
就
農
者
を
応
援
す
る

交
流
会
な
ど
を
、
10
年
継
続
し
て
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞

に
至
り
ま
し
た
。

 

「
女
性
農
業
委
員
が
ま
ず
、
自
分
た
ち

の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大

切
。会
議
に
出
席
し
、
建
設
的
な
意
見
を

述
べ
実
践
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
頑
張
る

女
性
へ
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け

に
繋
が
る
。そ
れ
が
、
地
域
の
女
性
た
ち

の
励
み
に
も
な
る
」
と
話
す
山
中
さ
ん
。

会
で
は
、「
入
社
式
の
よ
う
な
け
じ
め

が
な
い
ま
ま
就
農
し
た
」
と
い
う
若
者
の

意
見
を
聞
き
、
新
規
就
農
者
と
の
交
流
会

を
開
催
し
、
会
員
自
ら
が
手
作
り
料
理
で

も
て
な
し
、
門
出
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
女
性
農
業
従
事
者
は
、
全
体
の

半
数
を
占
め
、
農
畜
産
業
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、
６
次
産
業
化
の
担
い

手
と
し
て
も
大
き
く
期
待
さ
れ
る
存
在
で

す
。中
で
も
山
中
さ
ん
は
、
農
業
委
員
で

初
め
て
、
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
女
性
委

員
の
一
人
。地
区
の
人
の
思
い
を
受
け
て
、

農
家
の
発
展
の
た
め
に
、
貢
献
し
よ
う
と

心
掛
け
て
い
ま
す
。

高
木
町
内
の
農
事
組
合
法
人
の
理
事
と

し
て
設
立
当
初
か
ら
運
営
に
携
わ
り
、
６

次
産
業
化
商
品
の
加
工
班
リ
ー
ダ
ー
も
務

め
る
山
中
さ
ん
。メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
、

法
人
で
生
産
し
た
安
心
・
安
全
な
野
菜
を
、

無
駄
な
く
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
お
う

と
、
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
開
発
し
た
惣
菜
を

対
面
販
売
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
山
中
さ
ん
は
、
食
育
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
食
育
に
も
取
り
組
ん
で
い

て
、
子
ど
も
達
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
食

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

「
前
だ
け
を
見
て
進
ん
で
き
た
。農
業

だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
で
も
頼
り
に
さ

れ
る
、き
ら
り
と
光
る
存
在
で
あ
り
た
い
」

と
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
市
女
性
農
業
委
員

（
き
ら
り
会
　
会
長
）

山
中
　
美
代
子
　
さ
ん
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◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　☎23－2615

技
を
受
け
継
ぐ
職
人

　

本
場
大
島
紬
と
同
じ
工
程
で
製
作
さ

れ
る
さ
つ
ま
絣
。藍
染
め
の
工
程
で
は
、

40
～
50
回
も
藍
染
め
を
重
ね
ま
す
。
こ

の
工
程
に
は
、
県
の
伝
統
工
芸
士
の
認

定
を
受
け
た
職
人
も
い
ま
す
。

　

次
に
、
精
巧
な
絣
の
元
と
な
る
締し

め
ば
た機

の
工
程
を
経
て
、
熟
練
の
機
織
り
職
人

の
手
で
、
一
織
り
一
織
り
丹
精
込
め
て

織
ら
れ
、
反
物
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

織
物
産
業
は
、
生
活
様
式
や
雇
用
環

境
な
ど
の
変
化
で
、
販
売
シ
ェ
ア
は
低

下
し
、
伝
統
工
芸
の
礎
で
あ
る
職
人
の

高
齢
化
に
加
え
、
後
継
者
不
足
の
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
最
近
、
伝
統
工
芸
に
興
味
を

持
つ
若
い
人
が
全
国
か
ら
工
房
を
訪

れ
、
伝
統
の
技
を
受
け
継
ご
う
と
奮
闘

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

新
た
に
生
ま
れ
た
精
密
な
美

　

昭
和
30
年
頃
、
都
城
絹
織
物
事
業
協

同
組
合
の
㈲
東
郷
織
物
が
、
新
た
な
製

品
を
模
索
す
る
中
で
作
り
出
し
た
さ
つ

ま
絣
。
さ
つ
ま
絣
は
、
本
場
大
島
紬
の

技
術
を
基
に
、
着
物
用
の
木
綿
糸
と
し

て
は
も
っ
と
も
細
い
糸
が
使
わ
れ
、
薄

手
で
細
か
い
紬
模
様
の
滑
ら
か
な
生
地

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

藍
染
め
の
し
っ
か
り
と
し
た
染
め
の

技
術
が
定
評
で
、
普
段
使
い
の
着
物
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

Vol.2

都
城
の
技
「
さ
つ
ま
絣
が
す
り

」

　

シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
は
、
紬つ

む
ぎ

の
綿
織
物

の
さ
つ
ま
絣が
す
り（
県
指
定
の
伝
統
工
芸
品
）

を
紹
介
。都
城
の
本
場
大
島
紬
の
技
術

を
応
用
し
て
つ
く
ら
れ
る
、
国
内
最
高

の
綿
織
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
な
ぐ
都
城
の
匠
た
ち

都
城
の
伝
統
工
芸

◎問い合わせ　健康課　☎23－2765

　ニラには、硫化アリルという成分が含まれ、食欲増
進や消化酵素の分泌を促します。また、ビタミンＢ1の
吸収を高める重要な働きもあります。

※一人分146Kcal、塩分1.0g

一日に５皿の
野菜料理を食べよう！

スタミナたっぷり
卵のニラあんかけ

盆地生まれの元気をいただきます！

ニラは、水がかかると傷みやすいので、使う
直前に洗いましょう。また、加熱しすぎると歯
ご応えも色も悪くなるので、炒める時はさっ
と火を通します。

● 材料（4人分）
ニラ………………80ｇ
鶏ガラスープ（顆粒）
　…………………小1
湯………………200㏄
サラダ油…………大2

● 下準備
ニラ…１㎝の長さに切る
湯に鶏ガラスープを溶かす。70㏄はＡと混ぜ、残り
をＢと混ぜておく

● 作り方
　①�フライパンに、サラダ油大1と1/2を熱し、Ａを入れ

てヘラで大きく混ぜ、火が通ったら皿に出す
　②�残りのサラダ油大さじ1/2を熱し、ニラを炒める。

Ｂを加えて煮立ててとろみがついたら、皿に盛った
①にかける

Ａ���溶き卵………………4個分
　���片栗粉………………大2/3
　���コショウ……………少々
Ｂ���オイスターソース…大1/2
　���片栗粉…………………小1
　���醤油……………………小1
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

嘱
託
職
員

【
幼
稚
園
教
育
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を

有
す
る
人
・
２
人

●
雇
用
期
間　

10
月
～
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
、
勤
務
状
況
に

応
じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
８
時
30
分

～
16
時
45
分
（
週
37
・
5
時
間
）

※
７
時
30
分
～
15
時
45
分
の
早
出
あ
り

●
勤
務
地　

高
城
幼
稚
園
、
有
水
幼
稚
園

●
賃
金　

月
額
14
万
７
９
０
０
円

【
幼
稚
園
預
か
り
保
育
業
務
】

●
対
象
・
定
員　

保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人
・
１
人

●
雇
用
期
間　

10
月
～
平
成
29
年
３
月
ま

で
の
６
カ
月
。
そ
の
後
は
、
勤
務
状
況
に

応
じ
て
６
カ
月
更
新
（
最
長
３
年
間
）

●
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
13
時
～
18

時
、
第
1
・
３
・
５
土
曜
日
の
８
時
～
18
時

（
週
30
時
間
）

●
勤
務
地　

石
山
幼
稚
園

●
賃
金　

月
額
11
万
８
３
０
０
円

　

８
月
31
日
㈬
ま
で
に
、
履
歴
書
と

資
格
を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
高
城
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

☎
58

－
２
３
１
７

都
城
盆
地
土
地
改
良
区
職
員

●
業
務
内
容　

畑
地
か
ん
が
い
水
利
施
設

の
管
理
と
土
地
改
良
事
業
に
係
る
事
務

●
対
象　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

測
量
士
補
ま
た
は
測
量
士
、
土
木
施
工
管

理
技
士
２
級
ま
た
は
１
級
、
電
気
主
任
技

術
者
、
ダ
ム
管
理
主
任
技
術
者
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
人

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
第
１
次
試
験　

10
月
16
日
㈰

●
試
験
会
場　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

●
試
験
実
施
要
項
と
申
込
書
の
配
布

８
月
22
日
㈪
か
ら
農
産
園
芸
課
、
各
総
合

支
所
産
業
建
設
課
、
都
城
盆
地
土
地
改
良

区
で
配
布
。
郵
便
請
求
の
場
合
は
、「
受

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
（
Ａ
４
判
用
紙
の
入
る
も
の
）
を
同
封

し
都
城
盆
地
土
地
改
良
区
事
務
局
（
〒
885

－
０
０
０
４　

都
北
町
５
２
２
５
番
地
５
）

●
受
付
期
間　

８
月
22
日
㈪
～
９
月
９
日

㈮
の
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。

郵
送
の
場
合
は
９
月
９
日
㈮
ま
で
の
消
印

有
効　

都
城
盆
地
土
地
改
良
区
事
務
局　

　
　
　

☎
36

－

６
７
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

●
対
象　

60
歳
以
上
の
人

●
仕
事
の
内
容　

植
木
の
剪せ

ん
て
い定
、草
刈
り
、

住
居
内
外
の
掃
除
、家
事
全
般
の
手
伝
い
、

農
作
業
、
家
庭
や
事
業
所
で
の
作
業
な
ど

　

都
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
部　

☎
25

－

１
０
０
０

北
支
部
（
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、
高
崎
）

☎
58

－

２
３
２
３

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
＠
都
城
受
講
生

　

中
心
市
街
地
に
実
在
す
る
空
き
店
舗
な

ど
の
活
用
法
に
つ
い
て
、
講
師
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
事
業
計
画
を
作
成
し
、
最
後

に
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
講

座
で
す
。

●
日
程　

10
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

●
場
所　

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
な
ど

●
応
募
条
件

①�

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人
（
交
流
会
も

含
む
）

②�

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
空
き
店
舗
再
生
を
実

践
し
た
い
人

●
受
講
料　

１
万
円
（
教
材
費
な
ど
）

※
交
流
会
参
加
費
が
別
途
必
要

●
そ
の
他　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

　

商
工
政
策
課　

☎
23

－

２
９
８
３

体
力
テ
ス
ト
参
加
者

●
日
時　

９
月
10
日
㈯　

８
時
30
分
（
受
付
）　

９
時
（
開
始
）

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
・
テ
ス
ト
項
目

成
年
（
20
～
64
歳
）

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反

復
横
跳
び
・
20
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち

幅
跳
び

高
齢
者
（
65
～
79
歳
）

握
力
・
上
体
起
こ
し･

長
座
体
前
屈
・
開

眼
片
足
立
ち�
・�
10
㍍
障
害
物
歩
行･

６
分

間
歩
行

　

８
月
19
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課　

☎
23

－

９
５
４
６
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INFORMATION 申 は申し込み、 問 は問い合わせの略です

都
城
市
総
合
文
化
祭
参
加
者

　

11
月
に
開
催
す
る
総
合
文
化
祭
の
、
出

展
者
と
舞
台
発
表
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
応
募
条
件　

都
城
圏
域
で
活
動
し
て
い

て
、
実
行
委
員
と
し
て
、
企
画
・
運
営
に

参
加
で
き
る
人

●
出
演
者
の
決
定　

選
考
に
よ
り
出
演
者

を
決
定
し
、
郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す

※�

申
請
書
は
生
活
文
化
課
で
配
布
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

【
出
展
】

●
展
示
期
間　

11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

●
募
集
内
容　

生
け
花
、
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
、
書
道
、
華
道
、
文
芸
、
陶
芸
な
ど

　

８
月
19
日
㈮
ま
で
に
生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
３
２

【
舞
台
発
表
】

●
出
演
日　

11
月
13
日
㈰

●
募
集
内
容　

バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
ア
カ

ペ
ラ
、
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
個

人
ま
た
は
団
体

　

８
月
19
日
㈮
ま
で
に
都
城
音
楽
祭

実
行
委
員
会
（
種
子
田
）

☎
０
９
０

－

３
０
７
１

－
７
３
５
３

大
淀
川
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者

●
日
時　

８
月
21
日
㈰　

９
時
～
14
時

●
場
所　

せ
せ
ら
ぎ
水
路
公
園
（
下
沖
水

橋
河
川
敷
）

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生
と
保
護
者

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
昼
食
代
）

●
内
容　

川
魚
の
つ
か
み
取
り
、
河
川
の

環
境
学
習
な
ど

　

7
月
中
に
学
校
な
ど
を
通
じ
て
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
城
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局

☎
23

－

０
３
３
３

平
成
28
年
度
自
衛
官

【
自
衛
官
候
補
生
】

●
受
付
期
間　

９
月
８
日
㈭
ま
で

※
男
性
は
随
時
受
け
付
け

●
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

●
試
験
日
程　

別
途
通
知

【
一
般
曹
候
補
生
】

●
受
付
期
間　

９
月
８
日
㈭
ま
で

●
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

●
１
次
試
験
日　

９
月
17
日
㈯

【
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）】

●
受
付
期
間　

９
月
30
日
㈮
ま
で

●
対
象　

高
校
を
卒
業
お
よ
び
卒
業
見
込

み
で
、
21
歳
未
満
の
人

●
１
次
試
験
日　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
都
城

地
域
事
務
所　

☎
23

－

３
９
４
４

か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
作
品

　

９
月
24
日
㈯
～
10
月
８
日
㈯
に
開
催
す

る
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
部
門　

一
般
の
部
、
子
ど
も
の
部

●
賞　

グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
選
ほ
か

●
制
作
費
補
助　

一
体
５
千
円

　

９
月
15
日
㈭
ま
で
に
山
田
総
合
支

所
地
域
振
興
課　

☎
64

－

１
１
１
１

外
国
人
の
た
め
の
生
活
安
全
交
流
会（
無
料
）

　

都
城
で
安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め

に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
、
楽
し
く
学
ぶ
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㈰　

10
時
～
14
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

市
内
在
住
の
外
国
人
と
そ
の
家
族

●
定
員　

25
人　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

交
流
会
は
日
本
語
で
進
行
し
、

中
国
語
と
英
語
で
通
訳
し
ま
す

　

８
月
26
日
㈮
ま
で
に
都
城
国
際
交

流
協
会　

☎
23

－

２
２
９
５

高
崎
夏
ま
つ
り

●
日
時　

８
月
20
日
㈯　

17
時
30
分
～

※�

花
火
の
打
ち
上
げ
は
20
時
30
分
～
21
時

30
分
。
雨
天
時
は
21
日
㈰
に
順
延

●
場
所　

高
崎
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

●
そ
の
他　

会
場
周
辺
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
や
臨
時
駐
車

場
（
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
、
東つ

ま

霧
島

神
社
）
か
ら
運
行
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

利
用
く
だ
さ
い

　

高
崎
町
商
工
会　

☎
62

－

３
１
３
１

全
国
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
展

　

全
国
か
ら
集
め
た
個
性
的
な
フ
リ
ー
ペ

ー
パ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

９
月
３
日
㈯
～
18
日
㈰

●
場
所　

市
立
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
布
バ
ッ
グ
紅
型
染
体
験（
夏
休
み
工
作
）】

●
日
程
・
時
間
・
場
所

８
月
16
日
㈫

10
時
～
12
時

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

13
時
～
15
時

太
郎
坊
児
童
館

８
月
17
日
㈬

10
時
～
12
時

高
木
児
童
館

13
時
～
15
時

下
水
流
児
童
館

８
月
18
日
㈭

10
時
～
12
時

安
久
児
童
館

●
定
員　

各
５
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
５
０
０
円

　

こ
じ
ぃ
の
森
・
こ
ど
も
の
時
間

　
　
　

☎
39

－

５
８
５
５

【
水
引
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
18
日
㈭　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ピ
ー
ス
ホ
ー
ム（
上
川
東
一
丁
目
）

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

　

あ
な
た
の
街
の
応
援
団
（
榎
木
）

☎
０
９
０

－

５
７
２
７

－

６
４
６
７

【
ベ
ー
ゴ
マ
名
人
と
遊
ぼ
う
（
無
料
）】

●
日
程
・
時
間
・
場
所

８
月
18
日
㈭

13
時
～

高
木
児
童
館

15
時
30
分
～

下
水
流
児
童
館

８
月
19
日
㈮

９
時
～

安
久
児
童
館

13
時
～

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

15
時
30
分
～

太
郎
坊
児
童
館

【
記
念
ベ
ー
ゴ
マ
で
ベ
ー
ゴ
マ
大
会
】

●
日
時　

８
月
20
日
㈯　

①
10
時
30
分
～

12
時　

②
13
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

１
０
０
円

●
定
員　

各
30
人　

※
要
申
し
込
み

　

高
木
児
童
館
（
こ
じ
ぃ
の
森
・
こ

ど
も
の
時
間
）　

☎
38

－

５
３
２
５

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
】

●
日
時　

８
月
17
日
㈬　

14
時
～
15
時

●
場
所　

宮
丸
こ
ど
も
園

●
費
用　

５
０
０
円

※�

要
申
し
込
み
。
飲
み
物
を
持
参

【
子
育
て
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
】

●
日
時　

８
月
23
日
㈫　

10
時
30
分
～

●
場
所　

ピ
ー
ス
ホ
ー
ム（
上
川
東
一
丁
目
）

●
対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
母
親

●
定
員　

10
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
（
食
事
代
含
む
。
食
事
が

必
要
な
子
ど
も
は
別
途
５
０
０
円
）

　

シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
（
福
元
）

☎
０
９
０

－

２
５
１
９

－

６
２
８
２

【
児
童
館
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
！
】

●
日
程　

８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●
場
所　

梅
北
児
童
館

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

５
０
０
円

　

子
育
て
ネ
ッ
ト
お
ひ
さ
ま
と
は
ら

っ
ぱ　

☎
39

－

５
８
６
６

【
子
ど
も
の
婚
活　

親
の
相
談
会（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
21
日
㈰　

12
時
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
要
申
し
込
み

【
婚
活
支
援　

ミ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

●
日
時　

８
月
26
日
㈮　

19
時
～

●
場
所　

ジ
ョ
イ
プ
ラ
ザ
都
城
店
（
三
股

町
樺
山
）　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

千
円
程
度

　

婚
活
支
援
良
縁
ど
っ
と
混
む（
黒
木
）

☎
０
７
０

－

５
５
３
０

－

７
９
６
４

【
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
チ
み
や
こ
ん
じ
ょ
会
】

●
日
時　

８
月
23
日
㈫

　
　
　
　

11
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

ホ
テ
ル
中
山
荘　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

２
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

　

ス
マ
イ
ル
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
小
澤
）

☎
０
８
０

－

２
７
１
３

－

２
８
６
０

【
夏
休
み
環
境
教
室　

ロ
ー
プ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
ほ
か（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
27
日
㈯　

９
時
～
15
時

●
場
所　

ど
ん
ぐ
り
村
こ
ど
も
自
然
塾

（
上
水
流
町
）

●
対
象　

小
学
生
・
未
就
学
児
と
保
護
者

※
要
申
し
込
み

　

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
を
つ

く
る
会　

FAX

�

57

－

５
２
２
８

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

【
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
、
ピ
ア
ノ
】

●
日
時　

８
月
18
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
出
演　

日
置
寿
朗

【
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
】

●
日
時　

８
月
25
日
㈭　

12
時
20
分
～

●
出
演　

小
山
貴
也

　

�

文
化
振
興
財
団　

☎
23

－

７
１
４
０
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INFORMATION 申 は申し込み、 問 は問い合わせの略です

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ベ
ン
ト
情
報

【
布
バ
ッ
グ
紅
型
染
体
験（
夏
休
み
工
作
）】

●
日
程
・
時
間
・
場
所

８
月
16
日
㈫

10
時
～
12
時

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

13
時
～
15
時

太
郎
坊
児
童
館

８
月
17
日
㈬

10
時
～
12
時

高
木
児
童
館

13
時
～
15
時

下
水
流
児
童
館

８
月
18
日
㈭

10
時
～
12
時

安
久
児
童
館

●
定
員　

各
５
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

１
５
０
０
円

　

こ
じ
ぃ
の
森
・
こ
ど
も
の
時
間

　
　
　

☎
39

－

５
８
５
５

【
水
引
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
無
料
）】

●
日
時　

８
月
18
日
㈭　

10
時
～
12
時

●
場
所　

ピ
ー
ス
ホ
ー
ム（
上
川
東
一
丁
目
）

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

　

あ
な
た
の
街
の
応
援
団
（
榎
木
）

☎
０
９
０

－

５
７
２
７

－

６
４
６
７

【
ベ
ー
ゴ
マ
名
人
と
遊
ぼ
う
（
無
料
）】

●
日
程
・
時
間
・
場
所

８
月
18
日
㈭

13
時
～

高
木
児
童
館

15
時
30
分
～

下
水
流
児
童
館

８
月
19
日
㈮

９
時
～

安
久
児
童
館

13
時
～

神
柱
児
童
セ
ン
タ
ー

15
時
30
分
～

太
郎
坊
児
童
館

芸
術
文
化
協
会
加
盟
団
体
イ
ベ
ン
ト

【
都
城
芸
術
文
化
協
会
設
立
10
周
年
記
念

都
城
今
昔
物
語
】

●
日
時　

８
月
21
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

千
円

　

都
城
芸
術
文
化
協
会

　
　

☎
24

－

０
０
６
７

【
新
釈　

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
～
ヴ

ェ
ロ
ー
ナ
恋
物
語
】

●
日
時　

８
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
～
、

18
時
30
分
～　

21
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
入
場
料　

一
般
２
千
円
、
高
校
生
以
下

千
円

　

都
城
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ク
ラ
ブ
（
浅
野
）

　
　

☎
０
８
０

－

５
２
６
８

－

４
０
４
５

【
月
見
会
（
無
料
）】

●
日
時　

９
月
17
日
㈯　

17
時
30
分
～

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
庭
園

　

月
見
会
実
行
委
員
会
（
大
重
）

　
　

☎
26

－

１
７
２
２

図
書
館
読
み
聞
か
せ
会

【
都
城
市
立
図
書
館
】

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」

●
日
時　

８
月
25
日
㈭　

11
時
～

絵
本
作
家
高た

か

畠ば
た
け

那な

お生
さ
ん　

お
は
な
し

会
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
28
日
㈰　

13
時
～

●
内
容　

読
み
聞
か
せ
、
塗
り
絵
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
サ
イ
ン
会

�

※�

市
立
図
書
館
と
高
城
図
書
館
で
配
布
す

る
整
理
券
が
必
要

え
ほ
ん
侍
、
参
上
！

●
日
時　

９
月
10
日
㈯　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

９
月
10
日
㈯　

14
時
30
分
～

●
内
容　

に
げ
だ
し
た
パ
ン
ケ
ー
キ

　

市
立
図
書
館　

☎
22

－

０
２
３
９

【
高
城
図
書
館
】

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
日
時　

８
月
27
日
㈯　

11
時
～

　

高
城
図
書
館　

☎
58

－

４
２
２
４

園
芸
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
28
日
㈰　

９
時
～
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

秋
ま
き
草
花
の
栽
培
、
パ
ン
ジ

ー
と
ハ
ボ
タ
ン
の
種
ま
き
な
ど

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
持
参
す
る
も
の　

軍
手
、帽
子
、タ
オ
ル

　

８
月
12
日
㈮
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

き
ら
り
楽
習
教
室

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

表
装
（
ミ
ニ
掛
け
軸
作
り
・
全
６
回
）

第
2
・
４
木
曜
日
（
９
／
８
㈭
～
11
／
24
㈭
）

９
時
30
分
～
12
時　

市
場
の
駅

３
３
０
０
円　

※
材
料
費
が
別
途
必
要

締
め
切
り
：
８
／
29
㈪

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

　豚に豆乳やおからなどを
混ぜた餌を与えて、大切に
育てています。以前から、生
産から販売まで一貫した６
次産業化に取り組みたい

と考えていて、お客さんの後押しもあり４月に
「福ちゃんポーク」を開業。豚肉のほか生ジャー
キーや弁当なども販売していて、仕事帰りの人
が買って帰ったり、地域のお年寄りから配達の
要望があったりします。お客さんが「臭みがなく
脂も甘くておいしかった」と言ってくれて、何度
も足を運んでくれることがうれしいです。

福ちゃんポーク
福留　陽子さん

福ちゃんポーク（都原町26-3）　☎23-1203
営業時間　10：00～ 19：30
　自慢の豚肉詰め合わせを、1
人にプレゼント。P30のはがき
で応募ください。

6次化だより
６次産業化に取り組む、福留養
豚（山田町山田）を紹介します。
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

都
城
高
専
前
期
教
養
講
座

硬
式
テ
ニ
ス
（
全
６
回
）

●
日
時　

９
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・
16
日

㈮
・
20
日
㈫
・
21
日
㈬
・
23
日
㈮

19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所　

都
城
高
専
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
市
民

※�

中
学
生
、
高
校
生
は
保
護
者
同
伴
ま
た

は
送
迎
が
必
要

●
定
員　

初
級
10
人
、
中
級
10
人

※
申
し
込
み
順

●
費
用　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

　

講
座
名
、
コ
ー
ス
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
と
学
年
、
保
護
者

の
氏
名
を
記
入
し
、
８
月
30
日
㈫
ま
で
に

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

都
城
高
専
（
〒
885

－

８
５
６
７　

吉
尾
町

４
７
３

－

１
）

☎
47

－

１
３
０
６　

FAX
�

38

－

１
５
０
８

kikaku@
jim
.m
iyakonojo-nct.ac.jp

看
護
力
再
開
発
講
習
会（
無
料
）

●
日
時　

９
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

●
場
所　

県
立
看
護
大
学

●
内
容　

移
動
動
作
の
援
助
、口
腔
ケ
ア
、

感
染
予
防
、
検
査
と
看
護
な
ど

●
定
員　

30
人　

※
要
申
し
込
み

　

８
月
26
日
㈮
ま
で
に
宮
崎
県
看
護

協
会　

☎
０
９
８
５

－

58

－

４
５
２
５

調
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習（
無
料
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い

る
55
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
食
品
衛
生

な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
介
護
食
を
中

心
と
し
た
実
習
で
調
理
技
術
を
習
得
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

９
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
松
元
町
27

－
１
）

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

●
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
、
都

城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
８
月

22
日
㈪
ま
で
に
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎
市

瀬
頭
二
丁
目
６

－

14
）
に
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５　

　
　
　

FAX
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

骨
粗
し
ょ
う
症
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

９
月
15
日
㈭　

　
　
　
　

13
時
40
分
～
14
時

●
場
所　

小
牧
病
院

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
不
要

　

小
牧
病
院　

☎
24

－

１
２
１
２

「
貯ち
ょ
き
ん筋運
動
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
全
12
回
）

●
日
時　

８
月
22
日
㈪
～
11
月
７
日
㈪
の

毎
週
月
曜
日　

９
時
～
10
時
30
分

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

健
康
運
動
士
に
よ
る
体
力
づ
く

り
の
指
導

●
対
象
・
定
員　

60
歳
以
上
・
30
人

●
費
用　

１
回
５
０
０
円

　

コ
ス
モ
ク
ラ
ブ
都
城

☎
０
８
０

－

２
７
７
２

－

１
８
１
８

日
曜
陶
芸
教
室
（
全
２
回
）

●
日
時　

８
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
対
象　

２
回
と
も
参
加
で
き
る
人

●
定
員　

10
人　

※
要
申
し
込
み

●
内
容　

カ
レ
ー
皿
と
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル

●
費
用　

３
千
円
（
材
料
費
な
ど
）

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０

季
節
陶
芸　

敬
老
の
日
絵
付
け
教
室

●
日
時　

９
月
１
日
㈭
～
６
日
㈫

　
　
　
　

①
10
時
～　

②
13
時
30
分
～

●
場
所　

陶
芸
工
房
「
幸ゆ

き

の
陶と

う

」

●
定
員　

20
人　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

５
０
０
円
～

　

陶
芸
工
房
「
幸
の
陶
」

　
　
　

☎
58

－

６
１
５
０

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
31
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

広報 都城 平成28年８月号　22



INFORMATION 申 は申し込み、 問 は問い合わせの略です

　都城市リサイクルプラザは、平成17年に開設した
本市のリサイクル拠点施設です。燃やせないごみの
破砕処理や、缶類・ペットボトルなどの再資源化を
行う「処理棟」と、リサイクルやごみの減量について、
子どもから大人まで体験・学習できる「さいせい館」
があります。
　リサイクルプラザさいせい館　☎36‒3900

学習コーナー（無料）
　書籍やＤＶＤを閲覧したり、パソコンを利用した
りして、リサイクルや地球環境について学習できま
す。
体験工房（無料）
　牛乳パックを使った「紙すき」や、アルミ缶を加
工したものに好きなデザインを刻み込んで作る「ア
ルミ缶彫金」、不要になったプラスチック製弁当容器
のふたで作る「プラキーホルダー」などの製作が体
験できます。
施設見学（無料）
　施設の概要や資源ごみについての説明用ＤＶＤを
見た後、見学用通路から、処理工程を見学できます。
再生品の展示と販売
　不要になった家具や自転車、雑貨などを修理・再
生し、展示しています。気に入った物は、その場で
購入できます。
●利用時間　９時 30分～ 16時 30分
●休館日　
　・毎週火曜日　※祝日の場合はその翌日
　・第３日曜日
　・年末年始（12月 29日～１月３日）

体
感
！　

石
こ
う
の
素
材
を
知

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
11
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

●
場
所　

市
立
美
術
館

●
対
象
・
定
員　

小
学
３
年
生
以
上
・
10

人　

※
申
し
込
み
順

　

市
立
美
術
館　

☎
25

－

１
４
４
７

パ
ン
作
り
体
験
教
室

●
日
時
・
内
容

８
／
24
㈬　

10
時
～
13
時
30
分

星
パ
ン
、
ハ
ム
パ
ン

●
場
所　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

●
定
員　

12
人

●
費
用　

２
５
０
０
円

※�

材
料
費
、
軽
食
、
飲
み
物
代
含
む
。
エ

プ
ロ
ン
を
持
参

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ベ
ー
カ
リ
ー
キ
ッ
チ
ンSAKU

RA

」

☎
58

－

２
０
８
８

ス
テ
ッ
プ
運
動
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
24
日
㈬　

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

※�

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
し
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

40
人　

※
申
し
込
み
順

●
持
参
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
飲
み
物

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

認
知
症
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
無
料
）

　

認
知
症
の
人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
同
士

で
交
流
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

８
月
20
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

９
月
14
日
㈬

13
時
～
15
時

高
城
老
人
福
祉
館

●
内
容　

認
知
症
の
理
解
と
そ
の
対
応

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

２
１
２
３

遊びにおいでよ！
都城市リサイクルプラザ「さいせい館」
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

　夏休み期間中に、人権に関する催しな
どを開催します。この機会に、家族や友
人で人権問題について考えてみませんか。
　生涯学習課　☎ 23-9545

【人権啓発標語を募集します】
　人権を尊重することの大切さについて
理解を深めるために、人権に関する標語
を募集します。なお、優秀作品は、12
月に開催する人権啓発推進大会で表彰し
ます。
●募集部門
小学生、中学生、一般（高校生以上）
●締め切り　９月９日㈮

【いきいきふれあいリレー啓発展（無料）】
　さまざまな人権問題に関するパネルや
パンフレットを展示します。
●期間　８月 24日㈬～ 31日㈬
●場所　市立図書館１階ロビー

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
み
や
ざ
き
の
神
話
・
民

話
継
承
人
財
育
成
事
業
」講
演
会（
無
料
）

●
日
時　

９
月
11
日
㈰　

14
時
～
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

１
５
０
人

●
演
題　

宮
崎
県
民
話
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
見
し
よ
う

　

県
立
図
書
館

　
　

☎
０
９
８
５

－

29

－

２
５
９
６

女
性
専
門
・
不
妊
専
門
・
妊
娠

総
合
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
城
保
健
所

【
女
性
専
門
相
談
「
ス
マ
イ
ル
」】

健
康
問
題
に
関
す
る
相
談

●
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

【
不
妊
専
門
相
談
「
ウ
イ
ン
グ
」】

●
日
時　

第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

●
専
用
電
話

☎
０
９
０

－

８
９
１
２

－

５
３
３
１

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

【
妊
娠
総
合
相
談
】

　

思
い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
、
総
合
的
な

妊
娠
相
談

●
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　
　

☎
23

－

４
５
０
４

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
（
無
料
）

●
場
所　

都
北
労
働
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
北
原
町
４
街
区
４
号
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

●
専
門
相
談

【
多
重
債
務
・
生
活
法
律
相
談
】

毎
週
火
曜
日　

13
時
～
16
時

【
年
金
・
老
後
の
暮
ら
し
相
談
、
職
場
・

学
校
・
家
庭
で
の
悩
み
ご
と
相
談
】

毎
週
木
曜
日　

13
時
～
16
時

※
専
門
相
談
は
要
予
約

●
相
談
専
用
電
話

☎
０
１
２
０

－
３
９
７

－

８
６
８

●
メ
ー
ル
で
の
相
談　

tohoku@
m
iya-chuo.or.jp

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　

８
月
19
日
㈮　

13
時
～
16
時

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

調
停
手
続
き
案
内
（
無
料
）

●
日
時　

８
月
21
日
㈰　

10
時
～
15
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

夫
婦
間
の
問
題
や
遺
産
相
続
、

借
金
、
交
通
事
故
な
ど
に
関
す
る
相
談

　

都
城
地
区
調
停
協
会　

☎
23

－

４
１
３
１

宮
崎
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
個
別
相
談
会
（
無
料
）

　

市
内
の
経
営
者
な
ど
を
対
象
に
、
親
族

な
ど
へ
の
事
業
継
承
や
Ｍ
＆
Ａ
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
24
日
㈬　

９
時
～
17
時

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
３
階
委
員
会
室

●
対
象　

市
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
所
経
営
者
、
経
理
担
当
者
な
ど

●
定
員　

10
社
程
度　

※
要
申
し
込
み

　

商
工
政
策
課
で
配
布
す
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
宮

崎
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５

－

22

－

２
１
６
１

FAX
�

０
９
８
５

－

24

－

２
０
０
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

精
神
科
の
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
問
題
、
不
眠
、
抑
う
つ
、
過
食
・
拒

食
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
、
精
神
科
の

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

８
月
18
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

都
城
保
健
所

　

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

　
　
　
　

９
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

8月は
人権啓発強調月間です
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INFORMATION 申 は申し込み、 問 は問い合わせの略です

子育て支援センター行事予定
◆都城市地域子育て支援センター	 ☎22-1659

８/17 ㈬
10時～

マタニティの会
「 妊娠中の栄養管理について」

対象：妊婦　※要申し込み

８/22 ㈪
10時～

赤ちゃんパーク・集いの日
「 わらべ歌、絵本の読み聞かせ、誕生会」

場所：総合社会福祉センター
対象：０、１歳の親子

９/ ５ ㈪ 
10時～

いちごクラブ
「 ボディーペインティング遊び」

対象：２歳以上の親子
９/ ７ ㈬
10時～

子育て講座「 子どもの心の育ちに合っ
た絵本の選び方」　※要申し込み

◆山之口地域子育て支援センター	 ☎57-3298	
８/16 ㈫
10時～

マタニティ class「 プチプチ」
「 赤ちゃんとのふれあいタイム」 

８/17 ㈬
10時～

発達・療育・遊びの日「 ウルトラマン教室」
「 子育ての悩みや発達の不安を気軽に

話そう」　※要申し込み

９/ ８ ㈭
10時～

みんなで子育て「 AI-no-WA 」
「 誰でも参加できるお話会」

定員：10組　※要申し込み
９/ ９ ㈮
９時～

病弱児room「 すまいる」
対象：感染症などに抵抗力の弱い子ども

◆山田地域子育て支援センター	 ☎64-3171
８/12 ㈮
10時～ 12時 にこにこ教室「 マラカス作り」

８/30 ㈫
10時30分～
11時30分

入園・入所説明会
「 幼稚園、認定こども園、保育所を選ぶ

にあたって」
９/ １ ㈭
10時30分～
12時

身体計測
「 保健師による指導、相談など」

９/ ９ ㈮
10時～ 12時

おやつ作り「 ニンジンゼリーほか」
定員：15組　※要申し込み

◆東部地域子育て支援センター　エンゼル　	☎26-9587
８/26 ㈮
10時30分～

あっこ先生のことばのへや
「 言語聴覚士によることばの相談会」

８/29 ㈪
10時30分～

子育てカフェ
「 南九州大学の先生による子育て相談会」

８/30 ㈫
10時30分～

なかよしちび組
「 身体計測、プールで水遊び」

※水遊びパンツ、タオル、着替えを持参
９/ ３ ㈯
10時30分～

かぞくといっしょ＆エンゼルエンジョイ
「 敬老の日のプレゼント作り」

◆高崎地域子育て支援センター　たんぽぽ　	☎62-0027
８/24 ㈬
10時30分～

すこやか教室
「 保健師による身体計測・育児相談」

８/26 ㈮
10時～ 11時

鳴峰保育園解放の日「 園庭あそび、離
乳食体験」　※要申し込み

９/ ９ ㈮
10時30分～

消防署見学　場所：高崎分署
※日程変更の可能性あり　

９/13 ㈫
10時30分～

十五夜かざりを作ろう
「 お月見の楽しい過ごし方」

厚
生
労
働
省
・
宮
崎
県
委
託
事
業

若
者
就
職
支
援
（
無
料
）

●
対
象　

15
歳
～
39
歳
の
就
職
を
目
指
す

人
と
そ
の
家
族

●
時
間　

10
時
～
17
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
場
所　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
東
町
４
街
区
30
号
）

　

み
や
ざ
き
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

☎
36

－

６
５
１
０

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

こ
こ
ろ
の
相
談
電
話

　

精
神
科
や
診
療
内
科
な
ど
の
専
門
医
や
、

電
話
相
談
な
ど
を
活
用
し
、
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
こ
ろ
の
電
話（
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
19
時

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

【
都
城
保
健
所
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

４
５
０
４

【
福
祉
課
】

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時

☎
23

－

２
９
８
０

女
性
相
談
員
や
女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

①
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

※
面
談
の
場
合
は
要
予
約

②
こ
こ
ろ
の
相
談
（
要
予
約
）

８
月
16
日
㈫　

14
時
～
16
時

③
法
律
相
談
（
要
予
約
）

８
月
23
日
㈫　

13
時
～
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
本
館
２
階
）

●
相
談
時
間　

①
、
②
は
１
時
間
程
度
、

③
は
30
分
程
度

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き
（
無
料
）

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

障
が
い
者
（
児
）
の
各
種
手
当

と
現
況
届
の
提
出

●
手
当
の
種
類
・
対
象　

①�

特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
で
重
度

の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、
そ
れ

と
同
程
度
以
上
の
状
態
に
あ
る
人
）

②�

障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
で
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
）

③�

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満
で
中

度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
）

※�

こ
れ
ら
の
手
当
は
在
宅
の
人
が
対
象
で

す
。
対
象
要
件
や
、
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
が
入
院
ま
た
は
施
設
入
所
し
た

場
合
は
福
祉
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

●
現
況
届
の
提
出　

①
、
②
、
③
お
よ
び

経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、
８

月
16
日
㈫
～
18
日
㈭
、
８
月
22
日
㈪
～
26

日
㈮
の
期
間
に
、
所
得
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
受
給
者
へ
の
お

知
ら
せ
」
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、
福
祉

課
へ
連
絡
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０
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毎月第３日曜日は「家庭の日」

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業（
二
次
募
集
）

　

市
民
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
、
自
ら

企
画
・
実
施
す
る
公
益
活
動
に
対
し
て
、

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
両
事
業

と
も
、
１
、２
事
業
程
度
の
募
集
で
、
公

開
審
査
会
で
審
査
し
た
後
決
定
し
ま
す
。

●
補
助
金
名
・
対
象
・
補
助
額

自
立
支
援
型
補
助
金

活
動
歴
１
年
以
上
の
団
体
・
１
事
業
に
つ

き
事
業
費
の
２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

団
体
育
成
型
補
助
金

活
動
歴
２
年
未
満
の
団
体
・
１
団
体
に
つ

き
事
業
費
の
９
割
（
上
限
10
万
円
）

●
公
開
審
査
会　

８
月
下
旬
に
開
催
予
定

※�

日
程
や
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。
審
査
会

は
誰
で
も
見
学
で
き
ま
す

　

各
地
区
公
民
館
、
各
総
合
支
所
に

置
い
て
あ
る
募
集
要
項
を
確
認
し
、
８
月

19
日
㈮
ま
で
に
申
請
書
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課　

☎
23

－

７
１
４
６

み
や
こ
紬
つ
む
ぎ
展
示
販
売
会

　

伝
統
的
工
芸
品
の
大
島
紬
や
さ
つ
ま
絣

が
す
り

を
用
い
た
夏
用
シ
ャ
ツ
「
み
や
こ
紬
」
を

展
示
販
売
し
ま
す
。

●
期
間　

８
月
31
日
㈬
ま
で

●
場
所　

都
城
圏
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、Ｎ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
鷹
尾
四
丁
目
）

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課

　
　

☎
23

－

２
６
１
５

合
併
処
理
浄
化
槽
の
役
割

　

良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
に
、
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
な
ど
の
汚
水

処
理
施
設
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

処
理
施
設
を
利
用
で
き
な
い
地
域
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の
汚
水
処

理
の
手
段
が
、合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
家
庭
の
ト
イ

レ
や
台
所
、
風
呂
場
、
洗
面
所
な
ど
の

生
活
排
水
を
適
正
に
処
理
し
て
、
河
川

の
汚
れ
を
防
止
し
ま
す
。
ま
た
、
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
で
、
悪
臭
が
無
く
な

り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑
え
、
生
活

環
境
を
改
善
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補
助

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
処

理
区
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
、
既
存

の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄

化
槽
を
改
築
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
や
、
住
宅
を
新
築
し
て

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

　

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
を
そ
の
ま
ま
流
す
と
、
河
川
な
ど
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
、
悪
臭

や
害
虫
の
発
生
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
市
で
は
、
公
共

用
水
域
の
水
質
を
改
善
す
る
た
め
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
役
割
や
補
助
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

工
事
着
手
前
に
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
、

市
が
設
置
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
金
申
請
額
の
総
額
が
予

算
額
に
達
し
た
場
合
は
、
補
助
金
は
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
の
対
象

　

個
人
住
宅
や
店
舗
併
用
住
宅
（
延
べ

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に
使

用
さ
れ
る
建
物
）

※�

建
て
売
り
住
宅
や
別
荘
、共
同
住
宅
、

寄
宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

補
助
の
要
件

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②�

県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習

を
受
講
し
て
い
る
こ
と

③�

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理

区
域
以
外
で
あ
る
こ
と

④
５
～
10
人
槽
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額

【
く
み
取
り
式
ま
た
は
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
の
改
築
の
場
合
】

（
５
人
槽
）　

33
万
２
千
円

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

（
６
～
７
人
槽
）　

41
万
４
千
円

（
８
～
10
人
槽
）　

54
万
８
千
円

【
新
築
の
場
合
】

一
律
８
万
４
千
円

そ
の
他

　

工
事
は
、
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の

登
録
を
し
て
い
る
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
を
し
て
い
な
い
業

者
が
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
申
請
し

て
も
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い

合
併
処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
管

理
し
ま
し
ょ
う

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る

た
め
に
、
次
の
維
持
管
理
事
項
を
必

ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検　

浄
化
槽
内
の
微
生
物
の

管
理
や
、
機
器
の
点
検
・
調
整
な
ど

を
行
い
ま
す
。
県
知
事
の
登
録
を
受

け
た
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い

清
掃　

浄
化
槽
内
の
異
物
の
除
去
や

機
器
の
洗
浄
・
清
掃
を
行
い
ま
す
。

市
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い

法
定
検
査　

浄
化
槽
の
機
能
が
正
常

で
あ
る
か
を
検
査
し
ま
す
。
宮
崎
県

環
境
科
学
協
会
（
☎
０
９
８
５

－

51

－

４
３
３
１
）
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
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INFORMATION 申 は申し込み、 問 は問い合わせの略です

宝
く
じ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
の
助
成
を

受
け
て
、
志
和
池
地
区
薄
谷
自
治
公
民
館

が
地
域
防
災
活
動
に

必
要
な
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地

域
住
民
に
よ
る
迅
速

な
救
助
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　

☎
23

－

７
１
４
６

お
盆
の
市
営
墓
地
の
墓
参
り

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

車
で
の
墓
参
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
や

む
な
く
車
で
墓
参
り
す
る
人
は
、
警
備
員

の
交
通
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
北
墓
地
臨
時
駐
車
場
の
利
用
時
間

【
都
城
ウ
エ
ル
ネ
ス
ミ
ー
ト
㈱
駐
車
場
、

イ
シ
ハ
ラ
フ
ー
ズ
㈱
駐
車
場
】

８
月
13
日
㈯　

５
時
～
20
時

８
月
15
日
㈪　

13
時
30
分
～
20
時

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

市
外
の
人
も
市
営
墓
地
を
利
用
で
き
ま
す

　

上
長
飯
霊
地
公
園
ほ
か
市
営
墓
地
の
利

用
は
、
今
ま
で
市
内
在
住
者
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
市
内
に

本
籍
が
あ
る
市
外
の
人
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
３
回（
お
お
む
ね
６
・
10
・
２
月
）の
抽

選
会
の
ほ
か
、随
時
、申
し
込
み
が
で
き
る

区
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

環
境
政
策
課　

☎
23

－

２
１
３
０

胃
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

９
／
５
㈪
祝
吉
地
区
公
民
館

９
／
12
㈪
庄
内
地
区
公
民
館

９
／
14
㈬
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

９
／
25
㈰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

９
／
30
㈮
志
和
池
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

８
時
30
分
～
11
時

●
検
診
料　

１
２
０
０
円

※�

75
歳
以
上
の
人
は
保
険
証
、
生
活
保
護

世
帯
に
属
す
る
人
は
証
明
書
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
市
が
発
行

す
る
各
種
検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知

書
を
提
示
す
れ
ば
、
検
診
料
を
免
除

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

電
気
柵
な
ど
の
購
入
費
助
成

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
サ
ル
な
ど
に
よ
る

農
林
作
物
へ
の
被
害
対
策
の
た
め
、
電
気

防
護
柵
お
よ
び
爆
音
機
の
購
入
費
用
の
一

休日急病診療機関
●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は17：00まで

◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

※�診療機関は変更すること
があります。詳しくは、テ
レホンサービス（医師会は
☎23-5555、歯科医師会は
☎25-4100）で確認してく
ださい

医療機関名 電話番号

８
月
11
日
㈭

教山内科医院（ 内・小） 62-1205
共立医院（ 内） 22-0213
黒松病院（ 内） 38-1120
都城フォレスト・クリニック脳神経外科（脳外） 80-4313
もちお蛯原医院（ 整・形） 21-5355
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 46-9191
一万城安楽歯科医院 26-1118

８
月
14
日
㈰

仮屋医院（ 内・小） 36-0521
田口循環器科内科クリニック（内）24-0600
宇宿医院（ 内・胃・消） 25-9031
はまだクリニック（外・胃・肛）45-2266
どいクリニック（ 外・胃・内）22-1825
ふたみ眼科 38-5532
稲田歯科医院 22-8811

８
月
15
日
㈪

山内小児科医院 22-0048
松山医院（ 内・呼・ﾘｳ） 24-1046
園田光正内科医院 38-5115
三州病院（ 外・胃・内） 22-0230
江夏整形外科クリニック（ 整・ﾘｳ・ﾘﾊ）51-1122
岩下耳鼻咽喉科（ 耳鼻） 51-1187
きんじょう歯科医院 38-0120

８
月
21
日
㈰

柳田病院（ 小・内） 22-4862
伊達クリニック（ 内・循） 36-7088
隅病院（ 内・胃） 62-1100
吉松病院（ 外・整） 25-1500
姉川医院（ 皮・泌） 22-2205
中山産婦人科医院（ 産・婦） 23-8815
稲田歯科医院 57-2030

８
月
28
日
㈰

はしぐち小児科 24-5500
おおくぼクリニック（ 内） 26-1500
大橋クリニック（ 内・消・ﾘﾊ）37-0539
たかお浜田医院（ 外・内） 22-8818
小牧病院（ 整） 24-1212
小山田眼科医院 22-0710
いままち歯科医院 39-0368

●休日当番薬局
月日 薬局名

８月11日㈭ 坂口、サンライト、もちおさくら、わかば

８月14日㈰ そうごう志和池、ハートフル、
フクシマ、わかば、都北町

８月15日㈪ ふれあい、ひゅうが、みまたさ
くら、ひむか三股

８月21日㈰ 東町、ハロー牟田町、上町おおた、薬研

８月28日㈰ ウエスト、そうごう都原、くげ、
そうごうたかお、セイシェル

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

●
補
助
金
額　

電
気
防
護
柵
ま
た
は
爆
音

機
の
購
入
経
費
の
10
分
の
６
以
内

●
配
布
予
定
時
期　

平
成
29
年
７
～
８
月

※
申
請
多
数
の
場
合
は
、
選
考
あ
り

　

９
月
２
日
㈮
ま
で
に
森
林
保
全
課

　
　
　

☎
23

－

２
１
５
２

子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
時
期
、
水
路
や

た
め
池
は
水
位
が
上
が
り
、
大
変
危
険
な

場
所
に
な
り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
た
め
池
や
水
路
に
近
寄
ら
な
い
よ
う

に
日
頃
か
ら
呼
び
か
け
、
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

農
村
整
備
課　

☎
23

－

２
９
８
１

みやざき医療ナビ
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ぼ
ん
ち
く
ん
と

歴
史
探
検

図書館だより
※読み聞かせ会などの情報は、P21をご覧ください

◉問い合わせ
都城市立図書館� ☎ 22-0239
高城図書館� ☎ 58-4224

今月おすすめの本

日本で老いて死ぬということ
2025年、老人「医療・介護」崩壊で
何が起こるか
迫る2025ショック取材班（著）　朝日新聞出版（出版）

　団塊の世代が75歳になる2025年、
病院でも家でも死ねなくなる!?　今
何をすべきか、取材を元に考察する。

一般
学校では教えてくれない
仏教の授業	
島田裕巳（著）　PHPエディターズ・グループ（出版）

　仏教を知れば日本の文化が分かる。
教科書には載っていない、目からう
ろこの20講義。

一般・青少年

ゆうだちのまち
杉田比呂実（作）　アリス館（出版）

　真っ青だった空が、みるみるうち
に暗くなり雨がふり始めて…。晴れ
の日とは違ったゆうだちのまちの様
子を、ちょっとのぞいてみよう。

いちにちこんちゅう
ふくべあきひろ（作）　かわしまななえ（絵）
ＰＨＰ研究所（出版）

　こんちゅうって、かっこいいな！
こんちゅうになったら、もっとかっ
こよくなれるのかな？　よし、「いち
にちこんちゅう」になってみよう！

幼児・児童 幼児・児童

高 城 図 書 館 ●休 館 日／ ８月16日・21日・23日・30日、９月６日・13日� ●開館時間／９：30�〜18：00

□都城市立図書館 「 夏のミステリー」「 おばけ、戦争など、夏の特集」ほか
□高 城 図 書 館 � �「身近な危険生物」「 宮沢賢治生誕120年」ほか特設コーナー

●休 館 日／�８月22日・29日、９月１日・５日・12日� ●開館時間／９：30�〜18：50　都城市立図書館
※水曜日は20：00まで開館

伝
承
館
だ
よ
り

都
城
島
津

御お

道ど
う
ぐ具

帳ち
ょ
う　
巻ま

き

一
～
十

　

こ
の
「
御
道
具
帳
」
は
、
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
５
月
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
、
都
城
島
津
家
の
御
道
具
に
つ
い

て
書
き
記
し
た
も
の
で
す
。
御
道
具
と

は
、
一
般
的
に
、
大
名
や
領
主
家
で
使

用
さ
れ
る
生
活
用
品
な
ど
の
こ
と
を
指

し
ま
す
が
、
都
城
島
津
家
で
は
武
具
を

「
御
道
具
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
成
さ
れ
た
時
期
の
領
主
島
津
久ひ

さ
な
が静

は
、
同
年
４
月
25
日
、
京
都
の
警
備

を
島
津
久ひ

さ
み
つ光

か
ら
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
５
月
19
日
、
２
０
０
人
か
ら

３
０
０
人
ほ
ど
の
兵
を
率
い
て
京
都
へ

入
り
ま
し
た
。

　

冊
子
の
末
尾
に
書
か
れ
た
記
録
に

は
、
久
静
の
命
令
を
受
け
た
多
く
の
家

臣
に
よ
り
「
御
道
具
改

あ
ら
た
め」
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
具
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

京
都
に
兵
を

率
い
て
出
発

す
る
の
に
併

せ
て
作
成
さ

れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

｢

携
帯
用
防
空
サ
イ
レ
ン｣

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
日
本
本
土
へ
の

空
襲
が
一
層
激
し
さ
を
増
す
と
、
軍
の

施
設
や
工
場
な
ど
が
攻
撃
さ
れ
、
や
が

て
、
地
方
都
市
も
爆
撃
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
１
９
４
４
年
７
月
、
初
め

て
警
戒
警
報
が
発
令
。
10
月
に
空
襲
警

報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
翌
年
３
月
か
ら

は
本
格
的
な
空
襲
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日
。
市
内
で
も
昼
頃
か

ら
夕
方
に
か
け
て
大
空
襲
を
受
け
、
56

人
が
犠
牲
と
な
り
、
１
万
７
千
人
が
家

屋
を
焼
失
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

写
真
の
携
帯
用
防
空
サ
イ
レ
ン
は
、

戦
時
中
使
わ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ン
ド
ル

を
回
す
と
大
き
な
警
戒
音
を
発
す
る
仕

掛
け
に
な
っ

て
い
て
、人
々

に
避
難
や
防

火
体
制
の
準

備
を
促
す
た

め
、
警
戒
警

報
や
空
襲
警

報
の
発
令
を

伝
え
ま
し
た
。
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　ウランバートル市
から、青少年交流事
業の参加者ら 12人
が、6 月 24 日から
7月 1日まで本市を

訪れ、市民の皆さんの家にホームステイしました。子
どもたちは、浴衣や着物を試着したり、日本舞踊を教
わったり、市内の小学校の子どもたちと楽しく交流し
たりするなど、都城の生活を満喫しました。短い期間
でしたが、「日本の文化を学び、市民の皆さんと仲良く
なることができ、とてもうれしかった」と、みんな喜
んでいました。
　日本で勉強したことや体験したこと、皆さんの温か
い心遣いが、彼らにとってかけがえのない思い出に
なったと思います。私にとっても、楽しい思い出となっ
た一週間で、最後の送別会もとても感動的でした。
　モンゴルの子どもたちを受け入れて、子どもたちに
良い思い出を作ってくれた皆さん、本当にありがとう
ございました！　また皆さんとお会いできるのを、楽
しみにしています。

交流員国際
ひとりごと

ルイメド・ソヨルマーさん
（モンゴル）

Vol. ４

の

◎問い合わせ　生活文化課　☎23－2295

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
便
は
が
き
で
も
可
）

■６月号クイズの結果【 応募総数67通】
　◎正解／①畜産　 ②防災

広報都城

①�◯◯◯◯納税の寄附額が日本一の本市を、
　菅官房長官が訪問。

問

答

②�さらに輝きを増す都城の「３つの宝」。
　3つ目の宝は「◯◯◯を担う子どもたち」。

問

答

ク イ ズ

◆今月号で特に興味を持ったページのタイトル

◆今月号を読んでのわたしの一言

このコーナーでは、寄せられた「 わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

今
月
の
お
便
り

災
害
に
備
え
て
、
実
家
の
母
の
部
屋
を
片
付
け
ま

し
た
。
枕
元
の
棚
に
あ
っ
た
も
の
を
移
動
し
、
家

具
の
配
置
を
工
夫
し
て
出
入
口
を
確
保
。
そ
し
て
、
改
め

て
懐
中
電
灯
や
備
蓄
品
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

（
高
崎
町
大
牟
田　

ウ
ォ
ー
ク
ち
ゃ
ん
）

本
市
か
ら
、
芸
術
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
が
出
た
の
を

知
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
都
城
に
も
、
多
く
の
歴

史
や
ロ
マ
ン
が
あ
る
の
で
、
歴
史
秘
話
が
掘
り
起
こ
さ
れ

て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
山
田
町
山
田　

宗
恭
さ
ん
）

本
市
の
肥
満
率
が
県
内
９
市
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
知
り
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
１
カ
月
に
１
㌔
増
え
る
だ
け
で
、

１
年
た
つ
と
12
㌔
も
増
加
…
。
怖
い
で
す
ね
。
毎
日
体
重

計
に
乗
っ
て
、
適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
山
田
町
山
田　

Ｈ
・
Ｙ
さ
ん
）

コ
ン
ビ
ニ
で
各
種
証
明
書
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
と
の
こ

と
で
、
良
か
っ
た
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
作
っ
て
市
役

所
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
出
勤
途
中
で
済
ま
せ
る
こ
と
が

で
き
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
ね
。（梅

北
町　

Ｓ
・
Ｆ
さ
ん
）

お
金
は
た
ま
ら
な
い
の
に
、
毎
日
の
ご
み
の
た
ま
る
こ

と
。
買
い
物
に
行
っ
て
ご
み
を
買
っ
て
帰
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
今
す
ぐ
実
践
４
Ｒ
運
動
こ
そ
が
、
ご
み
を
減
ら
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
ね
。
私
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

（
一
万
城
町　

Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
）

モンゴルの
子どもたちの
都城体験



POST  C AR D

8  8   5   8   5  5  552円切手を
お貼りください

氏　名

住　所

電話番号 （ 　　　　   ）　　　　ー

ペンネームまたはイニシャル

フ リ ガ ナ

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

施設案内 ※8月16日～ 9月15日の日程

◉美術館（姫城町） ☎25-1447
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※８月22日㈪～９月16日㈮は展示替え作業のため休館
　◎ 収蔵作品展　夏休み企画〈入門〉アートの疑問

「身体と感覚」８月21日㈰まで

◉都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　　　　　　※毎週土曜日は、小・中学生は無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「災害と向き合う人々」９月４日㈰まで

◉都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
　開館時間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）
　観 覧 料 「本宅」小学生以上100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　◎企画展「都城の人々のくらしと文化」10月10日㈪まで
　　企画展開催期間中の伝承館の観覧料は
　　一般210円、高校・大学生160円、小・中学生100円

◉人形の館（山之口町） ☎57-5295
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
　開館時間 ９：00～17：00
　入 館 料 無料
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
　開館時間 ９：30～17：00（入館は16：30まで）
　入 館 料 一般210円、高校生160円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◉旧後藤家商家交流資料館（高城町）  ☎58-6900
　開館時間 10：00～16：00
　入 館 料 大人200円、小・中学生100円
　休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
　※８月１日㈪～22日㈪は休館

◉たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
　開館時間 10：00～15：00
　金、土、祝日の前日は19：00～22：00も開館
　入 館 料 中学生以上310円、小学生100円
　休 館 日 毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

都城市役所 秘書広報課 行
　（ 広報都城  No.128   2016年８月号）

【甘
かんにゅうそ

乳蘇アイスクリーム詰め合わせ  ２人】
読者プレゼント
今月の 

※ このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わせください。

商品提供事業者
中西牧場（ 山之口町富吉4619）　☎57-3007

　古くから作られてい
た甘乳蘇を使った手作
りのアイスクリーム。
地元のきんかんを使用
した完熟きんかんアイ
スや焼き芋アイスなど、
８種の詰め合わせ。ぜ
ひ、ご賞味ください。

◎ 応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、
電話番号と、わたしの一言や８月号を読んだ感
想を書いて〒885ー8555�秘書広報課まで。正解
者の中から抽選でプレゼントを差し上げます。

◎ 応募締め切り　８月31日㈬　当日消印有効
◎ 当選者発表　本紙10月号
◎ ６月号当選者　白尾一洋さん（高木町）�他１人

※ 応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品発送以外には利用しません



ウオーキング
で健康づくり!  

みやこのじょうウオーキングマップ活用術③

インフォメーション

●日時　９月21日㈬
　　　　開演19：00（開場18：30）
●料金　全席指定　3000円

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

　
　日本最初の新劇女優・松
井須磨子の芸術への深い
愛、人生の機微を、女優・
栗原小巻が演じます。

栗原小巻一人芝居「松井須
す ま こ

磨子」

平成28年７月１日現在 前月比 前年比
世 帯 数 70,137世帯 -8 -1,267
人口総数 164,109人 -75 -1,280
男　　性 77,092人 -37 -399
女　　性 87,017人 -38 -881
※平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口です スマートフォンで

も市政情報を発信

都城市現住人口

今月の表紙
元気いっぱい、夏を満喫
　関之尾緑の村で 7 月 19 日、プール開きが行われました。
期間中の安全を祈願する神事が執り行われた後、招待さ
れた地元の幼稚園児ら
が一斉に入水。園児ら
は、顔をつけたり、水
をかけあったりするな
ど、冷たい水に大はしゃ
ぎ。梅雨明けの夏の一
日を、元気いっぱい楽
しんでいました。

●日時　８月24日㈬　開演14：00（ 開場13：30）
●料金　全席自由　600円

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

　本市出身のチェリスト桑畑泰
さんと、バイオリニスト櫻野貴
史さんによるコンサート。大河ド
ラマのテーマ曲や、エルガーの
「愛の挨拶」など親しみやすい
音楽をお届けします。

アフタヌーンコンサート

夏の終わりのハーモニー

妻ケ丘地区：季節を感じる街なか散歩コース
地域の絆と親睦を深める3つのコース

　妻ケ丘地区では、地区
を３つの地域に分け、そ
れぞれを巡るコースを考
案し、地域行事でも利用
し て い ま す 。 今 回 の ウ
オーキングマップでは、
高木原緑道の一部を利用
したコースと、陸上競技
場などを巡り、命と安全
を守る拠点である消防局
の見学を想定したコース
を紹介。

　先日、マップを見た地区外の人から、妻ケ丘地
区を歩きたいとの要望が寄
せられ、うれしくなりまし
た。皆さんも、ぜひ、木立
が季節ごとにその表情を変
える、地区自慢のコースを
歩いてみませんか。

妻ケ丘地区まちづくり協議会

遠矢 員
か ず お

雄さん

　リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックが
いよいよ幕を開けます。日本勢がメダルを何個取れる
かはもちろん、2020年の東京オリンピックに向けた
新たな世代の選手の台頭など、見どころがたくさんで
す。注目される、されないに関わらず、己と戦い、
その一瞬の勝負のために、長い時間をかけて体をつく
り集中してきた選手たち。その勇姿を地球の裏側か
ら精一杯応援したいと思います。睡眠不足が心配です
が. . . . 。笑 （慧）

市役所の開庁時間    平日８：30〜17：15��※土・日・祝日は閉庁

■ 毎週木曜日
　市民課窓口は17：15 ～ 19：00まで夜間対応
■ 土・日曜日
　図書館では、住民票と印鑑証明書を発行
　9：30 ～ 17：00 （ 12：00 ～ 13：00を除く）

番組紹介
■ BTVケーブルテレビ（デジタル111ch）
　「みやこんじょジャーナル」※毎回10分間放送
� ①�6：50�〜� ②11：50�〜� ③17：50�〜
� ④20：50�〜� ⑤22：50�〜
■ MRTラジオ（AM 放送 936kHz、ワイド FM90.4MHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」

毎週月～金曜日（祝日除く）15：30 ～15：45
■ シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）　
　「インフォメーションM」

毎週月～金曜日  9：49 ～ 9：54、15：54 ～15：59

編 集 後 記

31　Miyakonojo City Public Relations   2016.8




